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大 管長 会 メ ッセー ジ

悔 い改めよ、さもな けれ ば
や

滅 びるであろう

第二副管長

マ リオ ン ・Ｇ ・日ム ニー

「さ’れ ば、主 なるわれ 、 この世 に住 め る人々 に襲 い来 る

べ さ禍 を知れ ば、わ が僕 ジ ョセ フ ・ス ミス （二代 目） を呼

び天 よ り語 りて彼 に誠命 を下 せ り。 また 他の者 ども にも こ

れ を世 の人 々 に宣ぶる様 … …」 （教 義 と聖 約 １ ：１７－ １８）

（ジ ョセ フ ・ス ミス ）

「悔 い改 め よ
、 さ もな ければ滅 び るで あろ うｄ 私 の判

断 では、現代 の 人々 に とって この メ ッセー ジほ ど大切 な も

のはな い と思 う。

この ことはアダムの時代 か ら今 日に至 る まで、天 父御 自

身 と御 子 イエ ス ・キ リス トに よ り、 また権 能 を授 け られ た

主 の代理 人、す なわ ち予言者 の 口 を通 して繰 り返 し、かつ

厳粛 に宣言 され て きた。

この メ ッセー ジが真 実 であ るこ とは、宣言 が なされ るた

びに現 実の もの とな って い るこ とか らわ か る。

主 は この地上 に置 かれ た最初 の時代 の 人々 に悔 い改 むべ

きこ とを求 めて言 われ た。 「御 子 を信 じて彼 らの罪 を悔 い

改 む る者 は皆救 わ るべ く、 また信 ぜ ず して悔 い改め ざ る者

は皆救 われず」 と。 （モー セ ５ ：１５）

主 はまたエ ノクに言われ た。 「これ らの民 に行 きて言 え、

われ 出で来 りて咀 い をもて彼 らを打 ち彼 ら死 な ざるため に

悔 い改 め よ、 と。」 （モーセ ７ ：１０）

ノアが民 に神 に属 け るこ とを教 えた とき、主 はノア に言

われ た。 「わ が 『み た ま』常 には人 を励 まさ じ…… され ど、

彼の寿 命は百二十 才 な るべ し。 も し人悔 い改 めず んば、わ

れ彼 らに洪水 を遣 わ さん。」 と。 （モーセ ８ ：１７）

こう して ノアは この世 で定め られ た齢 の間 、教 え を説 き

続 けたが、民 は悔 い改 め よう としなか ６た。 その結果 、彼

らは洪水 で滅 ぼ され て しまった。

イテル書 には、 ジェレ ド人につ いての話 、す なわ ち大塔

の時代 に言葉 を乱 されてか らお よそ ２千年 にわた って アメ

リカの地 で繁栄 した偉大 な国家 につ いての話が伝 えられ て

いる。 この民 に も 「多 くの予言者 が出 て きて、大 きな驚嘆

すべ きこ とを予言 して国民 に悔改 め をせ よ とす すめ、国民 噛

が悔 い改 めな い と主 な る神 が裁 きを下 して全滅 させ たもう

と告 げ」 た。 （イテル１１：２０）

最 後 に召 された予 言者 イ テルは、 「主 の 『み た ま』 に満

され てその促 しを拒む ことが で きず、… …国民 に予 言 し、

……朝 か ら 日の入 るまで声 をあげて
、民 が亡 び ることの な

い よ うに神 を信 じて悔 い改 め よとすすめ 」 た。 （イテル１２

：２、 ３）

しか し、民 は この警告 に全 く耳 を貸 さず、受 け入れ よう

と しなか った。 イテル は生 き長 らえて同 胞相 争 う戦争 の模

様 を記録 した。 この戦 いで は、イテル ひ と りを除 いてすべ

ての民 が死 んでい る。 ノアの洪水 以前の 人々 と同様 に、彼

らは厳 しい手段 で 「悔 い改 め よ、 さもなけれ ば滅 び るで あ

ろ う」 とい うメ ッセー ジが真実 で ある こ とを知 ったのであ

った。

古代 ア メ リカにお いて ジェ レ ド人あ後 を継 いだニー ファ

イ人 も、 ジェ レ ド人 と同様 の道 をた どった。彼 らの建 国の
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，父 は、 ジェ レ ド人の指導者 や コ ロンブ スの よ うに神 の み手

に導 かれて、紀元前約 ６００年 、ア メ リカ大 陸 に たど り着 い

た。 そ して彼 らの子 孫 はニー フ ァイ人 とレーマ ン人の二 国

家 に分裂 して い った。

復 活後、 イエス はエ ルサ レムにお いて弟 子 たち に教 え を

授 け られ たが 、それ か ら しば しの間 、 この アメ リカ大陸 の

弟子 た ちに も教 えを説 かれ た。

数千 年 にわた る歴 史の中 で、彼 らは予 言者 か ら、 また復

活 され た主御 自身 か ら、 この地 を所有 す る民 は悔 い改 めて

神 に仕 えなけれ ばな らな い とい うこ とを繰 り返 し教 え られ、

警告 されてい る。

その例 と して、 レーマ ン人の予言者 サ ムエル はキ リス ト

降誕の ６年 前 に、ニー フ ァイの民 に この ように警告 して い

る。

「主 は またニーフ ァイ人 にっ いて
、 もしもニーフ ァイ人

悔改 め をせ ず、 また慎 みて わが こ ころ を守 らず ば、……の

こらず これ を亡 ぼ すべ し、主 の生 きて在 るこ との確 な るご

とくこれ らの現 わ るるの もまた確 な り、 と仰 せ にな った。」

（ヒラマ ン１５：１７）

またそれ以 前 に もこう言 ってい る。 「悔 改 め を して… …

主 イエス ・キ リス トを信 ず る以外 に この民 を救 う方法 はな

い。」 （ヒラマ ン１３：６）

この ような警告 も結 局 はすべ て無視 された。 そ して紀元

４００年 頃、ニー フ ァイ人は非 常 にかた くなな民 となって罪

悪 を犯 し、内乱 に よって完全 に滅 びて しまった。

「悔 い改め よ
、 さ もなけれ ば滅 び るであ ろう」 とい うこ

のメ ッセー ジが真 実 であ るこ とは、他 に もソ ドム とゴモラ

の焼 き払わ れた ことやエ ルサ レムの滅亡 が証明 して い る。

私 たちは この事 実 をも とに して、今 この地 に住 む民の状

態 を主が どの ように見 て お られ るか を熟考す る とよいであ

ろ う。

主 は言 われ た。 「そは彼 らわが儀 式 よ り離 れ去 り、 わが

永遠の誓約 を破 りたれ ばな り・」

彼 らは主 の義 を打建 て んため に主 を求 めず して、 あ らゆ

る者 おのが心の ままに振舞 い おの れ らの神 の姿 を求 むれ ど

も、その姿 は人の世 の像 に して その本質 は一個 の偶像 な り。

そは古 びてっ いにバ ビロ ンにて、すな わちつい に亡 ぶべ き

大バ ビロンにて朽 ちん。

され ば、主 な るわれ、 この世 に住め る人 々に襲 い来 るべ

き禍 を知 れば、 わが僕 ジ ョセブ ・ス ミス （二代 目） を呼 び
’

天 よ り語 りて彼 に誠 命 を下 せ り。

また他 の者 どもに もこれ を世 の人々 に宣 ぶ る様誠命 を与

えたれ．ど……。」

（教義 と聖 約 １ ：１５－１８）

これ まで引用 して きた聖句 は 「悔改 め を しなけれ ばな ら

ない。 さもなければ滅 び る」 とい うこ とを現代 の私 た ちに

十分 に認識 させ て くれ る もので ある。

その ような戒め は ほか に も幾つ かあ る。

「され ば汝 ら備 え をなせ
、 まさに来 るべ き事 の ために備

え をなせ 、そ は主 あ来 るは近 ければな り。

而 して主 の怒 りは燃 え、主 の剣 は天 にて うるおいたれ ば、

今 や この世 に住 む人々の頭 に下 されん。

その時主 の腕現 われ て、主の声 もまた主 の僕 らの声 も聞

かん とせ ず、予言者 に して使徒 な る者 た ちの言 に も耳傾 け

ん とせ ざ る者の その民 の中 よ り絶 た るべ き日来 るな り。

……悔 い改め て主の誠命 を行 う者 は赦 され ん。

而 して悔 改め をなさざ る者 は、彼の すで に受 けた る光 明

まで も取 り去 られん。 ……

人 々 よ、 これ らの誠命 を しらべ よ。 そ はこれ らは真実確

なる誠命 に して、 その 中 に言 われ た る予 言 も約 束 もすべ て

成就 さるべ けれ ばな り。」 （教義 と聖約 １ ：１２－ １４、３２、

３３、３７）

今 まで取 り上 げて きた戒め の多 くは、悔改 め をしない者

が どの よ うな方法 で滅 びるか を詳細 に予 言 して い る。 た と

えば、教義 と聖 約 第 ５章 には 「この世 に住 め る人 々 も しわ

が言 を聴 か ざれ ば禍 その人々 に来 らん。

そ は、無 人の境 とな るほ どの懲 しめ この世 の人 々の中 に

出で来 り、世 の 人々悔 い改 めず ん ば度 々引 きつず き懲 しめ

を蒙 りて この世 は空 し くな り、世 の人 々はわ が来 る時 の光

輝 に より焼 きつ くされて こ とごと く亡 び失 す るに至 れ ばな

り。

見 よ、 この言 はわれ またエルサ レムの滅亡 に就 きて正 に

その民 に告 げた る如 く語 るな り６ この事 の かつて今 まで に

実 証 せ られ し如 く、．今 またわが言 は実証 せ らるべ し」 とあ

る。（教義 と聖 約 ５ ：５、１９、２０）

同 じく第 ２９章 に は、次 の よ うに記 されてい る。主 の恐 る

べ き大 いな る 日の来 る前 に 「多 くの人 々の うちに泣 き悲 し

む こ とあ らん。

また、烈 しき電遣 わ されて ため に地 の収穫 は損 われ ん。

また世 に悪 事 あ るが故 に、悪 しき入 々の上 にわれ応 報 を

為 さん。 そ は彼 ら何 として も悔 い改め ざ るが故 な り。そ は、

わが怒 りの さか ず き満 ち充 ちた る故 な り。見 よ、 も し彼 ら

わが言 を聞 かざれ ばわが血彼 らを潔め ざ らん。

これ を以 で、わ れ主 なる神 、 また地 の面 にあぶ を遣 わさ

ん。 これ らは地 に住 め る人々 に と りつ きて その肉 を食 い、

そ こに う じを生 ぜ しめ ん。

而 して 人々の舌 は こわ ば り、わ れに反 して声 を挙 ぐるこ

と能 わず 、肉は骨 より離 れ 眼は落 ち くぼむべ し。

而 して、森 の獣 と空の鳥彼 らを貧 り食わ ん。」 （教義 と

聖糸勺２９：１５－ ２０）

これ らの聖 句 をは じめ 、その他 同 じよ うな内容 を述 べ た

数 多 くの聖 句 には、 「悔 い改め よ、 さ もなけれ ば滅 び るで

あ ろ う」 とい うことが明確 に、 また非常 に力強 く述 べ られ

て いる。 しか しそれ らは不 人情 で も、過酷 で も、軽率 な こ

とで もない。 ましてや気 ま ぐれな こ とで もな い。 自然の法

則 を破 るこ とに よ り、必然的 に伴 う結果 を示 してい るにす
■
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セ

ぎない。 その法 則 とは、 「創世 の以前 よ り天 に於 て定 め ら

れ、…… あ らゆ る祝福 はこれ に基 くな り」 で ある。 （教義

の聖約 １３０：２０）

この警告 は これ まで １４０年 以上 もの間 、世 の人 々 に宣べ

られて きた。世 の 人 々は もう言 い逃 れ をす るこ とはで きな

い。時 の しる しは、 この時代 に最後 の裁 きの時が一近づ きつ

つ あ るこ とを告 げて いるのであ る。

「耳 の あ るもの は聞 くが よい
。」 （マ タ イ１１：１５）私 た ち

が今 までの数 々の聖句 に心 を留め るな らば、 それに よって

私 た ちは時の 「しるし」 を理解 す るこ とがで きるで あろ う。

しか しなが ら、暗 い面 と同様明 るい面 もあ る ように思 う。

真 に聞 く耳 を持 つ 人 は、古代 、近代 に語 られ たす べての警

告 に、人 に喜 び をもた らす光 、す なわ ち希望 を見 出す で あろ

う。歴 史 も聖 典 も、悔 い改め ざる者 は滅 ぼ さるべ し と いう

警告 と共 に、 悔改 め をす る者 は生 き永 らえ る とい う約 束 と

証拠 を十 分 に示 して くれ てい る。

アダムの時 に、 「主 な る神 は、聖霊 に よ りて至 る所 人 を

呼 びて その悔 い改 むべ きを命 じた まえ り。

また御子 を信 じて彼 らの罪 を悔 い改 む る者 は皆救 わ るべ

く…… 。」 （モーセ ５ ：１４、１５）

古 えの世 か ら学 ぶ重要 な教 えが、 エノ クの市 の行 く末 と

洪水の ときの邪悪 な人 々の最 期 に対 照的 に示 されて い る。

エ ノクの時代 は こうであ った。 「神 に叛 きて戦 えるすべ

ての民 の上 に咀 ｐ行 きわた りぬ。

その時 よ り彼 らの 中に戦 と流血 あ りき。然 るに、主来 り

て その民 と共 に住 み た まい たれば、彼 ら正 義 の中 に住 みた

りき。

主の 民の上 にあ りた る主の栄光 甚 だ大 いな りけれ ば、す

べ ての国民主 を怖 れた り。… …

主、 その民 をシオ ンと呼 びた まえ り。彼 ら心 を一 に し、

精神 を一 に し、義 に住 み たれ ばな り。 ……

み よ、誠 にシオ ンは時到 りて天 に と り挙 げ られ たる を…

…
。」 （モーセ ７ ：１５－１８、２１）

これ と同 じ例 は、義 な るニ ー ファイ人が復活 され た主 の

教 えを受 け た後二 百年 間過 ご したこの上 ない平和 な社会 と

最 後の滅亡 に見 るこ とがで きる。

それにつ いては次の ように記 され てい る。

「第三十 六年 に は
、ニー フ ァイ人 とレーマ ン人 とを問 わ

ず、全地 の住民 がみ な心 を改め て主 を信 ず るようにな った

ので 、その間 に何 の不 和争論 もな く一 人の こ らずみ な互 い

に正 し く扱 った。

民 はその心 に神 の愛 を保 ってい たか ら、全国 に何 ら不和

が なかった。

… … まこ とに神 が造 りた もうたすべ ての民 の中 でこの民

ほ ど幸福 な民が あ るはずがなか った。」 （Ｗニー フ ァイ ２、

１５、１６）

私 たちは、主 が この最後 の神権時代 た下 され た約 束 を知

ってい る。

紀元前 ５５０年 の昔 、ニー フ ァイは示現 で私 た ちの時代 を

目に し、予言 のみ たまにすすめ られ る まま次 の ように語 っ

た。

「主 なる神 は
、 その民 を地上 で元の通 りに復 す ため に、

あ らゆ る国民 、 あらゆ る血族 、あ らゆ る国語 の民お よびあ

らゆ る人 々の中 にその御 業 を始 め た もう。

主 な る神 は義 を以 て貧 しい者 たち を裁判 し、公平 を以

て世 の柔和 な者 た ちを叱 って責 め、神 の 口の棒 を以て世 を

打 ち、神 の くちび るの息 を以 て悪 人 を殺 した もう。

主 なる神 が民の 中に甚 しい分 離 を起 した もう時が速 に く

るが、 その時 に神 は悪 人 を亡 ぼ してその民 の命 を助 けた も

う。 また、た とえ助 け るため には悪 人 を火 で亡 ぼ さな くて

はな らな くて も、 その民 を必 ず助 けた も う。」 （ＩＩニーフ

ァイ３０：８－ １０）

聖徒 たちが ミズー リ州 の ジャクソ ン郡 か ら追 い払 われた

とき、主 は予 言者 ジョセ ブ ・ス ミスに励 ま しとなる啓 示 を

与 えて言 われた。

「われ誓 を立て
、……す なわ ち、 われ わが民の ためにわ

が怒 りの刃 を下 さん と。お よそ今 までにわ が言 いたる事 は、

皆 その如 くな るべ し。

わが 憤 りは、 これ よ り間 もな く万 国の民 に限 りな く注 が

る。而 して、われ この こ とを彼 らの持 つ邪悪 の さか ず き満

つ る時 に為 さん。

その 日、すべ てのや ぐらの上 に在 る者 、すなわ ちわがイ

ス ラエルの民 は救 わ るべ し。

故 に、 シオ ンに就 きて汝 ら心安 かれ。 そは、一切生 くる

者 わが手 の中 に在 れば な り。 汝 らつ つ しみて、わが神 な る

ことを知 れ。

シオ ンの子 ら如何 に追 い払 わ るるとも、 シオ ンは その 場

所 よ り移 るべか らず。

お よそ亡 びず して存 し、心 の清 き者 たちは帰 り来 らん。

これ らの 人々 とその子 供 た ちは永遠 の喜 びの歌 を唱 いて彼

らの ゆず りに来 り、 シオ ンの荒 れ たる地 を築 き上 げん。」

（教義 と聖約 １０１：１０－ １２、１６－ １８）

話 を終 え るに当 た って、教義 と聖約 に対 す る主御 自身の

は しが き を再 び引用 したい と思 う。

「またわれ誠 に汝 らに告 ぐ
、世 に住 め る人々 よ。主 な る

わ れ は、 これ らの事 を進 んですべ ての人 に知 らせ ん と思 う

な り。

そ は、 われ は人 々 を偏 り見 る者 にあ らざれば、す べての

人 々 を してその 日の速 に来 るを知 らしめ ん と思 えばな り。

而 して地 より平 和 の取 り去 られ、悪魔 自 らの領 土 を支配 す

る時 はなおい まだ しといえ ども今 や近 きにあ り。

され ど主 もまたその聖徒 らを支配 し、 その真 中 にあ りて

これ を統治 せん。」 （教義 と聖約 １ ：３４－ ３６） 、

滅 びる ことの ないよ うに悔 い改め る こ とをへ りくだ り願

うもの であ る。

３８７



日 々 の 恵 み
掛 けふ とん

と誕生 日

ゲイ ・ガル ト

末 日聖 徒一 人一 人の胸 には、福 音 に従 い、主 を愛す

ることによって得 た 日々の経験 が刻 まれて いる もの で

す。 これ はだれ もが持 ってい る物語 です。証 を強 くし

た経験 、祈 りが答 え られ たこ と、神権 に よる祝福 、愛

す る家 族や友 人の受 けた霊感 、補 助組織 で働 いて得 た

恵みな どの経験 を他 の教 会員 と分か ち合 い まし ょう。

下記 の宛先 に原稿 をお寄 せ下 さい。

〒１０６ 東京都港区南麻布 ５－１０－２５ 中正堂会館

末 日聖徒 イエス ・キリス １・教会翻訳事業部 八木沼修一

冷 たい非情 な雨が降 ってい ま した。 １４にな る娘 の ホ リー

は、１３キ ロ離 れた町 に歯 医者 の予 約 が してあ りま した。

「さあ
、行 きま しょう、ホ リーｄ じれっ た くな った私 は”

娘 をせ きたて ま した。 「家 に早 くもどらなければな らない

の よｄ 私 はす るこ とが た くさん あったの です。

歯医者 の待 ち時間 はいつ もよ り長 くて、 ホ リーの治療 が

終 わる ともうお昼 で した。 ふた りともお なかがペ コペ コだ

ったので、近 くの食堂 で車 を止めて簡単 な昼 食 を取 り、 そ

れか ら家 に向 かい ま した。

と突然 、道 の わ きにぽつ ん と立 ってい る老人の姿 が 目に

映 りました。老 人 は雨 に濡れ た古 いフ ェル トの帽子 をかぶ

って片手 で ステ ッキにす が り、左 腕 にはび しょぬれの 買物

袋 をかか えて、袋 の先 か らはパ ンが に ょきっ と顔 を出 して

いま した。前 かがみ で、食料 の袋 を濡 らさず に広 い高速道

路 を横切 ろ うと懸命 なの です が、 どしゃぶ りの雨 とハ イ ウ

エ イの混雑 に立 ち往生 していたの です 。

その とき、聖霊 が私 の心 を暖か くや さ しい もの で満 た し

たよ うな気 が しま した。 それは ち ょうど心 の 中の静か な細

い声 が、私の 息子 であ るこの老 人 を家 まで乗せ て行 って あ

げなさい、 と言 った ようで した。

は じめ、私 は見 も知 らぬ 人な ど車 に乗 せ ないの で心配 で

したが、 また も暖か い気持 を感 じたので、車 を道の端 によ

せ て止 め ま した、窓 をあ ける と顔 に雨 と風 が吹 きつ けて き

邑 叫曙

ノ濯

．㌦ ．．

；溜

峯

義

醒

霞

繊

オ 、曳

・懲 ． ， 麗” ＿ ．、 ’ 黛 鯨 ：こ ・ズ み

騒１講鑛 議鑓
灘 継 騨懸響螺警讐象

．淑 …

父．

謹

鰯 奮
ダ、

ま ド ヲ

三｝灘

写

懸
蟹灘　

みノ みκ’〆一 １



り

ま した。私 は 「も しも し、お宅 は遠 いの ですか」 と声 をか

け ま した。

老人 は、 「この道 路 を渡 るだけな んです。向 こ う側 の ２、

３丁 ほ どの ところなん ですが」 と答 え ました。

私 が ニ コッと笑 って 「さあさあ、お早 く、 どうぞ」 と言

うと、彼 は助 か ったふ うな様子 で車 に乗 りま した。 もうこ

の ときには車が数珠 つ な ぎになって いて、警 笛 がけた た ま

し く鳴 ってい ま した。私 はシー トに座 って、 さて どう した

ら反対方 向に ある彼の うちまでハ イ ウェイの右 レー ンを越

えて行 け るもの か しらと、瞬 間 、途 方 に暮 れ ま した。す る

と不 思議 な こ とに数 台の車 が止 まって、私 に前 を横切 れ と

い う合 図 を しま した。車 がハ イウェ イを出て老人 の家 に向

か う と、彼 は言 い ま した。 「おお、お お、何 とあ りが たい

こ と。 ご親切 に。妻 が去年 腰 を痛 め たんですが 、 ２、 ３週

間前 、 また転 んで悪 くして、家 まで連 れ て帰 った ようなわ

けです。 ここの家 に引越 して きたばか りで、私 が料理 か ら

洗濯か ら病妻 の世話 まで、み んな してい るん です よｄ

彼 は車 か ら降 りると きに私 を振 り返 って、小 声 では にか

ん だようにおっ しゃいま した。 「家 においで いただ けた ら

うれ しいんですが。 お客 が楽 しみ な もの でｄ

私 は同情 の気持 が胸 に迫 り、彼 ら夫 婦の寂 しいこ とや、

彼 が人 との接触 を求 め、寝 た き りの妻 を慰 めて くれ る人 を

望 んで お られ るこ とを知 りま した。 す る と急 に、 また聖 霊

の暖 か い気持 を感 じてかっ て経験 した こ とのな い特別 な力

を身 に覚 え、 その老夫 婦の ことが何 か理 解 で きるよ うな気

持 になって きたの です。聖霊 が私 の心 を満 た し、何 をすべ

きか とい う考 えを教 えて くれた と きのあの気持 は、 とて も

言葉 で は表 わせ ませ ん。私 た ちは黙 った ま ま町 に着 き、食

料 品店へ行 って買物 を しま した。家 に帰 ってか ら、私 が「ポ
リ

リー、一緒 にひ ざまず い て祈 る ？」 と聞 くと、 ホ リーは う

なず きま した。 そこで私 たちはす ぐさ まひざ まず いて、 こ

の一風変 わ った仕 事 につ いて主 の導 きを願 ったの です。間

違 い を した くなか ったか らです。 ク リスマ スのか ごにい ろ

いろ入れ て困 って いる家 族 に届 けた ことは以前 にあ りま し

たが、 その とき老夫婦 の ため に選 んだ物 は、見 ず知 らずの

人 に贈 るような品で はあ りませ んで した。た とえば掛 けぶ

とんが あ って花束 が あって、電球 と小 さな 懐 中 電 燈 、風

邪 薬やせ き止 めや プラ スチ ック洗面器 、水呑 み、雑 誌 、そ

れ に特 に気 をつけ て選 んだ １週 間分 の食料 。 肉類 も入 れ ま

したが、 ほ とん どは我家 の戸棚 か ら出 して きた食料 で した。

私 が鮮 や かな ワイ ンカ ラー の掛 けぶ とん を持 って下 に降

りて来 る と、 ホ リー はけげ んそ うに言い ま した。 「まあ、

母 さん、掛 けぶ とん まで。 ご冗談 で し ょう ．／」 で も、私 は

それ がい る とい う気 が して、その まま荷 物 の中 に入 れ ま し

た。私 たちは必要 な品物 をみ んな集 め たの を確 かめ て、 も

う一度 ひざまず き、 あの家へ無事 に行 けて、 ち ゃん と用 を

済 ませ て来 られ るよ うに主 に願 い ま した。

家の前 まで行 くとち ょっ とため ら う気持 が しま したが、

私 はホ リー に荷物 を車 の中 に置 いて様子 を見 てみ よ うと言

い ました。 どうして よいかわか らず 、内心不安 だ ったの で

す。 ドア をノ ック しま した。す ると、聞 い た こともない よ

うな とて もや さ しい声 で、 「どな たで しょう、 ど うぞ」 と

い うお返事 で した。

私 は言 い ま した。 「び っ くりな さらないで下 さい。私 は

さ きほ どご主人 を車にお乗せ した者 です。」

彼女 は私 たち を中に招 き、私 た ちは彼女 の寝室 まで入 っ

てい きま した。ベ ッ ドにや さ しそ うな ご婦 人 が寝 て いま し

た。顔 には闘病 の疲 れが に じんで 、苦 しい らしい様 子 なの

がわか りました。私 は笑顔 で、 自分 たちの訪問 の いきさつ

をこう説明 しま した。 「ご主 人 をお送 りしたあ とで、必 要

な物 を買 って行 って さ しあげた い と、心 に とって も強 く感

じたん です よｄ 彼女 は理 解 したよ うなの で、私 は先 を続

け ま した。 「きっ と掛 けぶ とんが お入用 だ とい う気が しき

りに して、一 番最初 に リス トに あげたんですｄ ホリーが

荷物 を車 か ら運 んで来 て、掛 けぶ とん を取 り出 して彼女 に

さ しあげ ると、彼女 は喜 び と期待 に目 を丸 くな さいま した。

「まあ ／こうや って寝 てい るの もいいか げん飽 きて
、明

るい色の掛 けぶ とんが欲 しか ったんです よ。何度 も何度 も

お祈 りしてたん ですｄ ホ リーが花 を持 って くる と、 あの

方 は指 で 目をお おって、 ひ とつ出す ご とに指 の間か らの ぞ

いてい ま した。外出 中だ った ご主人 も部 屋 に入 って来 られ

て、それ か らの３０分 は まるで ク リスマ スの プ レゼ ン トを開

くようで した。 ご主 人が 懐 中 電 燈 をみつ けて、 「や あ、

これは私 にですね ！ これ で手 さ ぐりをせず に、夜手洗 い

に行 け ます よ」 とおっ しゃるの を、私 た ちは うれ しい気持

で見 て いま した。

「ね
、 あなた、電球 が い りますね。 そ した ら本 が読め る

わｑ」

「あ あ
、あ ります の よｄ 私 は小 さ く叫ぶ ように言 って、

電球 と雑 誌 を取 り出 しま した。

その あ とで ご夫帰 がお っ しゃ るには、朝郵 便 で来 たはず

の年金小 切手 をな くして しまい、次 のが来 る まで １週間 、

援助 が必要 だ った とい うこ とで した。奥様 は風邪 ぎみ だっ

たの に、 ご主 人 は薬 を買 うの を忘 れ てい た ともお っ しゃい

ま した。せ きが ひ ど くて腰 にひび くの だ そ うです。私 たち

が買物 の リス トにあげた どの品 も、必要 なばか りか、 ご夫

婦 にぴ った りの品 で した。

おふ た りは最 後 に、 どこかの教 会 に行 ってい るの です か

と私 たちに尋 ね られ ま した。 ホ リー と私 は、黄金 の質 問 を

す る機会 がや って きたの を うれ しく思 い、笑顔 で言 いまし

た。 「モル モ ン教 会 につ い て何 か ご存知 です かｄ 知 らな

い との こ とで した。私 た ちは、ふ た りとも改宗 したばか り

の こ とを話 し、福 音が どの ように して回復 されたか説明 し

ま した。私 が４８年 間 この真 実 の福 音 を捜 し求 めて いたこ と、

毎 日福音 につ いて新 しい こ とを学 んでい るこ とも話 しま し

た。私 た ちが 、宣教師 か ら福音 の こ とや主の救 いの計画 を

お聞 きに な りませ んか とうかが う と、聞 いてみた い との ご

返 事 で した。

おい とます る ときにな って、奥 様 は ご主人 の方 を振 り向

き、や さ しくとがめ る ように、 「お話 したの ね ！」 とおっ

しゃい ま した。 す る とご主 人はす ぐさ ま、 「いや、 ちが う」

と答 え ま した。 また も奥様 は 「お話 したん で しょう」 とお

っ しゃい ます 。 ご主人 は また、 「ちが うよ」 と言 われ ま し

た。私 は何 の こ とか と思 って、 「何 で し ょうか しら」 と聞

きま した。

す る と彼女 の 目にみ るみ る涙 が浮か び ま した。 彼女 は、

ベ ッ ドの う しろに手 を伸 ば して雨 に濡 れた １枚 のカー ドを

取 り出 し、私 に手渡 して、 とぎれ とぎれの声 でお っ しゃい

ま した。 「き ょうは、 わ た しの、誕生 日な んです よｄ

（ゲ イ ・ガル ト、主婦 、 モデス ト・カ リフ ォル ニアス テー

キ部 モデ ス ト第 ３ワー ド部若 い女 性 の会長 ）
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イ エ ス ：

い った い 、 この 方 は

だ れ だ ろ う ？
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読 三

「人 々 は悪霊 につ かれ たお しを イエ スの

と ころ に連 れ て きたｄ （マ タ イ ９ ：３２）

イエスは神の御子である。 しか し私 たち と同

しく死すべき肉体 を持つ者 として、どのような

共通点を持 っておられただろうか。……心から

わき出る喜び、祈 リ、愛 し、愛されたいという

願い……

救 い主 が伝 道 を始 めて間 もな く、弟 子 たち を連 れ て、 ガ ’

リラヤ湖 を舟 で渡 って お られ た ときの こ とであ る。 イエ ス

が眠 りにつかれ ると、突 然激 しい暴 風グ起 こった。 そ して

舟 べ りを越 えて波 が押 し寄せ 、小 さな舟 は波 に翻弄 され た。

弟子 たちは舟 の扱 いに慣 れて いたに もか かわ らず 、あ ま り

の激 しい嵐 にす っか りおび えて しまい、 イエ スを起 こして

助 け を求 め た。 そ こで イエス は起 き上 が る と、風 と海 をお

しか りにな った。 す る とす ぐに海 は静 まった。

弟子 た ちはその力 に驚 いて言 った。 「い ったい、 この方

はだれだ ろう。」

それか らお よそ２０世 紀 を経 た今 日で も、私 たちは同 じ質

問 を繰 り返 してい る。 しか し聖典 を丹 念 に読 んでい くと、

イエスは実 に温 かい心 の持 ち主 で あ り、私 たちが負 う苦難

を理解 して お られ る御方 で ある ことが わか る。 それは イエ

ス御 自身、私 た ちが人間 と して味 わ う事柄 を経験 してお ら

れたか らで ある。

イエ スは 「わた したちの弱 さ を思 いや るこ とので きない

ようなか たではない。 罪 は犯 されなか ったが、す べての こ

とにっ いて、 わた したち と同 じように試練 に遭 われたの で

あ る。」．（ヘ ブル ４ ：１５）

この ような聖典 の教 え に もかかわ らず、 キ リス トが どん

な御方 か とい うこ とにっ いて 、人々の意 見 はまち まちであ

る。紀 元 １世 紀 の異教 の世 界 では、 イエス は人間 では な く、

一時的 に人間 に姿 を変 えた神 とみな されて いた
。 ところが

最近 、特 に現代 に及 んで、人文主義 はイエ スを神 や救 い主

とは考 えず 、単 な る偉大 な教師 、指 導者 と見 る ようになっ

たので あ る。 これ らの考 え方 は共 にキ リス トの本質 を否定

す るもの で しか ない。

私 たち、末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会員 は、イエ

スが神性 と人間性 の双方 を兼 ね具 えた御 方 で ある こ とを証

す る もの であ る。文字 通 り、 イエ スは肉 にお ける神 の独 り

子 で ある。 この キ リス トの持 つ特 質 は、 ２色 の糸 で織 り上

げた織物 の ような もの であ る。 どち らか １方 の糸 を抜 け ば、

それ は織物 で はな くなって しま う。 ここでは特 に、私 た ち

の現 在の状 態 と同 じよ うに肉体 を持 って この地上 で伝 道 し

てお られた、 その と きにイエ スが持 ってお られ た特 質 をい

くつか取 り上 げてみ たい。 イエ スが具 えてい た最 も賞 賛す

べ き特質 と してあげ られ るもの に、 イエ スの心 か らわ き出

る喜 び と、他 の人に霊感 を与 え、信 仰 と喜 び を得 させ る能

力が あ る。 イエス は、弟子 たちに互 いに愛 し合 うよう教 え

られ た後 、次 の ように語 られ た。

「わた しが これ らの ことを話 したの は
、わ た しの喜 びが

あ なたが たの うちに も宿 るため 、 また、 あ なたがたの喜 び

が満 ちあふ れ るため であ るｄ （ヨハ ネ１５：１１） また イエ

ス は、天 父 に捧 げ た偉大 な祈 りの中で、 自分 の行 な った伝

道 のす べて を説 明 し、次 の よ うに語 ってお られる。 「そ し

て世 にい る間 に これ らの こ とを語 るの は、わ た しの喜 びが

彼 らの うちに満 ちあふ れ るためで あ りますｄ （ヨハ ネ１７：

１３）

また ある ときイエ ス は、七十 人が伝道 に大 きな成 功 をお

さめ た こ とを 「喜 んで」報告 す るの を聞 き、 「聖霊 に よっ

て喜 び」 を覚 え られ た。 しか しイエ スはその喜 び を共 に し

なが らも、弟子 たちに、サ タ ンを追 い出す力 を持 ってい る

か らと言 って喜 ぶの で はな く、彼 らの名 が 「天 に しる され

てい るこ とを喜 びな さい」 と警告 されたの であ った。 （ル

カ１０：１７～２１）

イエ スは また、弟子 たちが イエ スの死 が近づ いた ことを

感 じ始 め た頃、 もうひ とつ の喜 び につ いて語 られ た。主 は

この悲 しみの後 に訪 れ る喜 び につ いて こ う告 げ てお られ る。

「わ た しは再 びあな たがた と会 うであ ろ う
。そ してあな た

がたの心 は喜 びに満 たされ るで あ ろう。 その喜 びをあな た

が たか ら取 り去 る者 はいないｄ （ヨハ ネ１６：２２）

イエス は御 自身の味 わ う苦 しみ を、子 供 を産む女性 にた

とえてお られ る。女 性 は子供 を産 んで しまえば、その苦 し

み も忘 れ る。 それ は、 「ひ とりの人が この世 に生 まれ た、

とい う喜 びが あ るため で あるｄ （ヨハ ネ１６：２１） 快 楽 は
■
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お金 で賞 うこ ともで きよう。 しか し、喜 びの代価 は苦 しみ

で しか払 うこ とがで きないの であ る。

イエ スが有 して お られ た もうひ とつ の高度 な人間的特質

は、 人々に寄せ た大 きな信頼 で ある。七 十人 を遣 わ された

こ とは、 イエ スが並 の能 力 しか持 ち合 わせ ない人 々に も信

頼 を寄せ た こ との表 われ であ る。 イエスは また、弟子 た ち

の中 にあっ て、絶 えず信仰 を育 み、励 ま しを与 え られた。

癒 され るほ どの深 い信仰 を持 って いた人々 に対 して賞賛 の

言葉 を与 え られ た話 は、マ タイ ９ ：２２、１５：２８、マ ル コ１０

：５２、ル カ ７ ：５０、１７：１９に記 され てい る。

マル タが妹 のマ リヤ を、夕 食の手伝 い もしな いでイエ ス

のみ言葉 に聞 き入 ってい る と言 って叱 った とき、 イエス は

マル タ をや さ し く戒め られ た。 これ は明 らか にマ ル タに驚

くべ き霊 の成長 を もた ら した。 そ して兄 の死 に際 して、マ

ル タは信仰 深 い、霊の 巨人 とな って いた。マ ルタは イエ ス

を出迎 えて言 った。

「主 よ
、 もしあ なたが ここにいて下 さったな ら、わ た し

の兄弟 は死 ななか ったで しょう。 しか し、 あなたが どんな

こ とをお願 いに なって も、神 はか なえて下 さる ことを、 わ

た しは今 で も存 じてい ますｄ （ヨハ ネ１１：２１、２２）

つ ま り、マル タの信仰 は、ラザ ロの蘇 生の奇 跡 に先 だ っ

て、強め られて いたので ある。

イエ スが 自己の 人間性 を示 され た最 も著 しい点 は祈 りに

あ った。何度 も何度 も、 イエス は騒 々 しい群 衆の前 か ら退
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いて、 ただひ と り祈 りを捧 げ、 その慰 めの 中に新 たな力 を

求 め た。 イエスが伝道 の業 を始 め られたの は、ユダの荒野

にお ける４０日間の断 食 と祈 りの後で あ った し、 またこの世

にお けるイエスの最後 の言葉 は、 「父 よ、わ た しの霊 をみ

手 にゆ だね ます」 （ル カ２３：４６） とい う天父へ の語 りか

けで あった。

イエスは弟子 たちに祈 る ことを教 え られ た とき、イエ ス

自ら彼 らの従 うべ き模範 を示 し、御 自分 の祈 りの中 にその

教 えを示 された こ とは疑 うべ くもな い。

「祈 る場合
、…… くど くどと祈 るなｄ （マ タイ ６ ：７）

「自分 のへ やに はい り
、…… 隠れ た所 においで になるあ

なたの父 に祈 りなさい。す る と、…… あ なたの父 は、報 い

て くだ さるであ ろ う司 （マタ イ ６ ：６）

「誘惑 に陥 らない ように
、 目 をさ ま して祈 って いな さい。

心 は熱 してい るが、肉体 が弱 いので あるｄ （マ タイ２６：４１）

「だれか に対 して
、何 か恨 み事 が あるな らば、ゆ る して

や りな さい。 そ うすれ ば、…… あな たがたの父 も、あ なた

がたの あや まち を、 ゆ る して くだ さるであ ろうｄ （マル コ

１１：２５）

「失望 せず に常 に祈 る司 （ルカ１８：１）

恐 ら く、最 も大 切 な ことは次 の こ とに違 いない。 「求め

なさい。 そうすれば、与 えられ るで あろ う。 そ して、 あな

たがたの喜 びが満 ちあふ れ るであろ うｄ （ヨハ ネ１６：２４）

さ らに、他 のいか な る面 に もまして イエ スの特質 を裏 付

け るもの は、 イエ スが私 た ち と同 じよ うに愛 し、愛 され た

い とい う望 み を持 って お られ た ことで あ る。 ここで再 び イ

エスの模 範 とこの主題 に関連 す る数 多 くの教 えを見れば、

イエスの使 命 の心 髄 は神 と人類 に対 す る愛 で ある ことがわ ・

か る。 いずれ か一 方 だけでは、 この愛 は存在 しない。 イエ

スは これ ら両 方 の愛 の模範 をその生涯 に示 され たのであ っ

た。

イエス は悔 い改 め た罪 人 を無限 の慈 悲 で赦 し、愛 と赦 し

をはっ き りと結 びっ けて次 の よ うに語 られ た。 「少 しだ け

ゆるされた者 は、少 しだけ しか愛 さな いｄ （ル カ ７ ：４７）

「もしあ なたがたがわ た しを愛 す るな らば
、わ た しの い

ま しめ を守 るべ きであ るｄ （ヨハ ネ１４：１５） イエスは御

父のみ こころに従 い、 あえて十字架 にかか ることに よって、

完全 な愛 を示 されたので あ る。

イエ スは また自 らの経験 を通 して次の ように戒 め られ た。

「敵 を愛 し
、迫害 す る者の ため に祈 れ。 こ う して 、天 にい

ます あなたが たの父 の子 とな るため であ る。… … それだか

ら、 あなたが たの天 の父 が完 全 であ られ る ように、あ なた

が た も完全 な もの とな りなさいｄ （マ タイ ５ ：４４、４５、４８）

上 記の聖句 において、鍵 とな る言葉 は 「それだか ら」 で

ある。つ まりその前 に条件 とな る節 がな けれ ばな らない。

で は、 その条件 節 とは何 だろ うか 。 この聖 句 を十分 に研究

す るな らば、愛 、す なわ ち敵 さえ も愛 す るこ とが完全 に至

る道で ある ことが わか る。 キ リス トはすべ ての 人 に哀 れみ

をもって接 し、 自分 を十字架 にか けた者 た ち まで も赦 す こ

とに よって この特 質 を示 され たの であ る。

イエ スに とって 、愛 とは人 を改宗 に導 く原動 力で あ り、

大 きな要 因 で もあった。例 えば、ペ テ ロは イエ ス に従 って、

共 に ３年間 を過 ご した。 そ して数 多 くの弟 子 たちが去 って

３９２

行 った ときで も、，イエ スが神 よ り召 され た御方 で ある こと

の証 を述べ続 け た。 そのペ テ ロはキ リス トにつ まず き、キ

リス トを否定 した。 しか し、愛 はなお人間 を刈 り取 る最 大

の方法 にほかな らないの であ る。救 い主 はペ テ ロに、 「わ

た しを愛す るか」 （ヨハ ネ２１：１７） と尋 ね た とき、 この こ

とを十分 に承知 してお られ たので あ る。

ペ テ ロは、イエ スか ら ３度 も同 じことを繰 り返 し問 われ

て非常 に悲 し く思 った。 しか しイエ スは、ペ テ ロが もし自

分 を心 か ら愛 す るな らば、彼 は立 ち直 り、他 の人々 を立 ち

直 らせ る力 をも得 る とい うこ とを御 存知 で あった。

イエスが苦痛 と死 を味わ られた ときほ ど、 イエ スの 人間

性 が立証 されて いる箇所 はほかに ない。 イエ スは ひ とりの

人間 と して ピラ トの前 に立 ち、神 が この地 上 にお立 てにな

った人類 の至上 の模 範 を示 されたの であ る。 そ して この世

での最後 の瞬間 に も、母 親の ことを考 え、 また十字架 にか

け られた ひ とりの盗 人 に慰 め と約 束 を与 え、 さ らに 自分 に

苦 痛 を与 えた人々 を赦 す ように神 に願 って お られ る。

キ リス トの反対 者の ひ と りが 、キ リス トは 「他 人 を救 っ

たが 、 自分 自身 を救 う ことが で きない」 （マ タイ２７：４２）

と言 ったが、 まさにその通 りであ った。 自らの命 を犠 牲 に

せず に他 人 を救 う者が い よ うか。 イエ スは こう言 ってお ら

れ る。 「自分 の命 を得 てい る者 は それを失 い、 わた しの た

め に自分 の命 を失 ってい る者 は、 そ れ を得 るで あ ろ う。」

（マ タイ１０：３９）

偉 大 な キ リス トの瞭 いは人類全体 に とって非常 に重要 で

あ る。 それ は、かつ て この地上 に住 んだ人々、 また今 生 き

て いる人々、 そ して これか らこの地上 で生 を受 け る人 々す

べ ての思 い と行 な いにかかわ りを持 つ ものだ か らで ある。

この キ・リス トが贈 罪 に よって私 た ちの ために行 な って こ ら

れ た事柄 をすみ か らす み まで知 って いるのは、 ただ神 だ け

で ある。私 たち人間 に とって必要 な ことは、神 の予言者 に

よ り教 え られ た救 いの計画 を理 解す るこ とだけで あ り、 そ

れが あ らゆ る人間 の知 識 の中で最 も大切 な もの なので ある。

イエ スが この 人間性 と神性 とい うふ たつ の属 性 を持 って

お られ なけれ ば、救 い主 の偉 大 な瞭 罪 は決 して あ り得 なか

ったであろ う。暗黒 か ら愛 と赦 しの驚 くべ き光 の 中に導 か

れ、 さ らに永遠の生 命 とい う約束 を与 え られて いるこ とは、

何 と大 きな祝福 であ ろうか。

私 たちは、神の戒 め に従 うこ とに よって、神 の持 って お

られ るすべ ての力 、完全 さ、喜 び を享受 す る こ とが で きる

の で ある。

主 は約束 して お られ る。 「また、 われ を受 け入 る る者 は

わが父 を受 くるな り。

而 して、わが父 を受 け入 るる者 はわが父 の王国 を受 くる

な り。この故 にわが父 の もて るすべ ては彼 に与 えらるべ しｄ

（教ｉ義ｉと聖約８４：３７、３８）

（ジョン ・Ｆ ・ハ イデ ンライ ク兄 弟 は、元セ ミナ リー教 師

で、現在 メサ ・ア リゾナ東 ステー キ部 、第１２ワー ド部 の 日

曜学校教 師 をして お り、 ホーム テ ィーチ ャー で もあ る。）
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煙 突 掃 除屋 の

ジ ミー ・ ドノレー

お は な し ・卜一 マ ス ・Ｊ ・ク’リフ ィス

さ し 絵 ・ジ エーム ズ ・ク リス テ ンセ ン



私 は、少年 だ った頃 にウ ェール ズの

片田舎 で学 んだ ひ とつの教訓 を、決 し

て忘 れ は しない。私 の家族 は小 さな炭

鉱 の村 に住 んで いた。村 では石 炭 で暮

らしをたて、料理 に も、寒 い ときに炉

で暖 を とる燃料 に も、石炭 を使 って い

た。石炭 をあ まりた くさん使 うの で煙

突 にす すが た まる。だか ら煙突掃 除 は

欠かせ な い仕事 だ った。

ところで村 には、 その汚 ない仕事 を

す る変 わ った小 男が いた。醜 い男だ っ

た。手指 はふ し くれだ って曲が り、背

は荷物 を運 ぶ ときの ように丸 かった。

だが何 といって も一番強 烈 な印象 を受

けたの は、話 を しない ことだった。唇

か らもれ るた ったひ とこ と、彼 を知 る

限 りの人がや っ と理 解 で きたその言葉

は、 「煙突掃 除、煙 突掃 除 ！」 とい う

呼 び声 だけ。 それ が ジ ミー ・ドルー だ

った。

ジ ミー はだれにも面倒 をかけなか っ

た。ブ ラシの束 を肩 にかつ ぎ、異様 な

呼 び声 をあげ なが ら村の通 りを歩 いて
り

いて、掃除 を頼 まれ る と煙 突 をきれ い

に し、す す を袋 に詰 め て持 って行 って

くれ た。手 間賃 は ２シ リングで、 その

や りとりも静 か だ った。 ジ ミー はお し

の よ うだ ったか ら。

私 たち村 の少年 は、 ときどき彼 をか

らか ってい た。彼 の後 ろ を、 ち ょう ど

ジ ミー の ように背 を丸 くして手 を熊手

の ように曲げ、 おか しな呼 び声 を真似

してつ いて行 った。 しか しジ ミー はま

るで頓着 しない様 子 で、私 たち を目に

もか けず に仕 事 に精 出 して いた。

あ る日、 ジ ミーが家 の近 くに来 たの

で、例 に よって私 た ちは彼 をか らか い

始め た。 ところが 、 この ときた また ま

私の父 が後 ろに来 ていて、私 た ちのす

るこ とを見 てい た。平素 か ら父 は紳士

的 だ ったが 、その ときだけは、私 の腕

をわ しづ か み に し、 うむ を言 わ さず家

に連 れ帰 った。 そ して眼下 に谷が見 え

る大 きな張 出 し窓 の ところへ私 を引張

って行 って、指 で私 の顔 をさ しなが ら

非常 に厳 しい声 で言 った。 「プ リンス

・オブ ・ウ ェール ズの旧炭坑 が見 える

か ？」

古 い炭坑 は そこに見 えていた。 もの

こ ころのつ くず っ と幼 い頃 か ら、炭坑

はあ ったのだ。深 い立 て坑 の上 のや ぐ

らは まだ健 在 で、 しか しさびた り朽 ち

た り、腐 食 していた。

炭坑 夫 を立 て坑 に下 ろす巻 揚 げ台 は

取 り払 われて いて、立 て坑 その もの は

重 い板 でふ さがれ、 まわ りにす っか り

さびつ いた大綱 が まきつ いて いた。 こ

の古 い炭坑 には、近 づ いた人 を不安 に

させ る何 かが あ った。 あ る ときな ど、

私 の仲 間の何 人かが坑 の入 口の板 をこ

じあけて、 イ ンクを流 したよ うな まっ

くらや み に石 を投 げ込 んだ が、その石

が下 の水面 にぴ ちゃん と音 をたてて落

ちる まで、 １年 もの時 が たった ような

思 いが した ものだ。

私 は 「父 さん、 プ リンス ・オブ ・ウ

ェール ズは見 える よ」 と答 えた。

「そ うか
、 よ く聞 きなさい。…… こ

れ か ら話す こ とは、決 して忘 れ ちゃい

けない こ とな んだｄ

そ う言 って、父 は真 剣 な顔 で この よ

うな話 を私 に して くれ た。 父が まだ青

年 だ った頃 、 プ リンス ・オブ ・ウ ェー

ルズ炭坑 は この谷 の誇 りだ った。村 の

ほ とんゼ の家 か ら、 だれか しらが この

炭坑 で働 いて いた。 ところが ある春 の

日、地下 の深 い所 で爆発 が起 こ り、坑

道 に火事 が発生 した。救助 隊が閉 じこ

め られた男 たちの所 へ なん とか して近

づ こ うと して も、近 づ くたび に火 に追

われ て引 き返 して きた。 それ で 、炭 坑

の持 ち主 は炭坑 を救 うための最後 の手

段 として、す く・そば を流れ てい る堀割

を炭坑 に引 き入れ る ように命 じた。

１８４人 の 男た ちや少年 たちが地底 に

閉 じこめ られて いた。爆発 でや られな
つ

か った人 たち も流 れ込 む水 に浸か って

いた。何 百 人の村 人が炭坑 の まわ りに

集 まって、救 出 され るの を待 っていた。

しか し刻 々 と時間 が過 ぎるにつれ て、

希 望 が絶望 に変 わって いった。地下 に

下 って いった救助隊 が、沈痛 な面持 ち

で帰 って きた。

「事 態 は最悪 で、生存 の見込 みはゼ

ロです」 とい う発表 だ った。

それ で も村 人た ちは待 って いた。地

下深 く埋 まって いる愛 す る人 たち をそ

の ままに して、 自分 だけ家 に帰 りたい

とは思 わなか ったのだ。

そ してあれ は、 ち ょう ど太陽 が山の

頂上 に姿 を見せ、陽光 が村 に射 しこめ

た ときだった。 だれかが大声 で叫ぶの

で、み ると巻 揚 げ台が上 下 して いる。

２本 の手 が大綱 をよ じの ぼ って いるの

だ。み んな はわ っ とばか りに手 をさ し

伸 べ て、その男 を綱 か ら引張 り上 げた。

彼 の両手 に は肉片が ボ ロボ ロにぶ らさ

が り、衣 服 はほとん ど焼 けて な くなっ

て いた。 み んなは彼 をそ っと下 に寝 か

せ、医者 が全力 を尽 くして手当 て をし

た。 男は死 ぬ寸前 だ ったが、暗闇 の坑

内か ら日の当 た る地上へ はい上 がろ う

とい う気力が 、その生還 をもたら した

の だ った。 その男が ジ ミー ・ドルーだ

った。

みん なの 口 を突 いて出 たの は、 「い

ったい どうして、爆発 や火事や水 を く

ぐり抜 けて、何 百 フ ィー トもあ るスチ

ールの綱 をよ じの ぼ って生還 で きた ん

だろ う」 とい う言葉 だ った。

その疑 問は答 え られ なかった。慈悲

の神 が 、 ジ ミー ・ドルー の心 を閉 じて、

その恐 ろ しい経験 を語 ろ うとさせ なか

ったの だ。父が私 に腕 を まわ して しっ

か りと引 きよせ なが ら、ふた りで涙 を

流 したあの ときの こ とを、私 は今 で も

覚 えてい る。

私 はその涙 を恥 ず か しい とは決 して

思わ ない。 まだほ んの少年 だ ったが、

私 はその本 当に あった話 か ら、教訓 を

はっ き りと汲 み取 ってい た。 その 日以

来 、不 幸 を背 負 った人や障害 のあ る隣

り人 を冷や か そう とい う気が起 きた と

きには、 また あの小 さな ウェール ズの

村 の大 きな窓の所 に立 って、フ．リンス

・オブ ・ウ ェール ズ炭 坑の谷 を見下 ろ

し、煙突掃 除屋の小 さな ジ ミー ・ドル

ー の こ とを考 えるのだ った。

３９５



カール トンヒルの転任

マ ー ク ・Ａ ・シ ンプ キ ンス

「長老
、カール トン ビルに転 任 です。午前 中 には到着 す

るようにｄ 伝道部長 の言葉 を聞 いて、私 は シ ョックに耳

を疑 った。

同僚 と私 はそれ まで長 い間一生 懸命 に働 いたが、福 音 に

興味 を持 つ人 たち を捜 して もいっ こうに成果 は上 が らず 、

伝道 ７ヵ月 に して、私 はす っか り意気 消沈 して いた。 そん

な とき、私 たちは６０代 も後半 の魅 力 あ る英 国婦 人 フ ィリス

・ジ ョンソ ンに会 った
。彼女 は福 音の話 を喜 んで くれて、

知 れば知 るほ どもっ と知 りたが った。万事 が何 と順調 に思

われ たこ とか。伝道 が どんな に楽 しか った こ とか。

私 は彼女 のバ プデスマ を楽 しみ に して いた。初 め てのバ

プテ スマ が今 度の土 曜 日だ とい うのに、伝道部 長は私 を山

のて っぺ んか ら谷底 に突 き落 としたの だ。伝 道部長 の部 屋

を出 る とき、私 は泣 きたい思 いだ った。 しか し泣 くわけ に

はいかなか った。

その とき、伝道部 長 が よ く口にす る霊感 の言葉 を思 い出

す と、心 の 中で何 かが そ っ とさ さや いた。 「マ ー ク、彼 が

転任 させ たん じゃない。……転任 させ たの は主 なんだ」と。

カール トンビル での新 しい同僚 は、そ こに来 て まだ １週

間だ とい うの に、 それ まで レッス ンを受 けたこ との ある人

の名前 を表 に書 き出 していて 、私 に教 えて くれ た。一 緒 に

ひざ まず いて祈 る と、 自分 たちの転 任 に特 別 な霊感 が伴 う

の をふ た りとも感 じた。表 にあ げ られ た１２人の名前 を彼 が

読 む と、私 にはマー シャル とい う人の名前 が心 に刺 さ るよ

うに感 じられ た。

マ ー シャル家 までの狭 い道 は、生 い茂 った灌木 と降 りし

きる雨 の ため に歩 きづ らか ったが、 目ざす家 に到着 す る と

窓 に明か りがつ いて いた。マー シャル兄弟 は そんなに寒 い

雨 の夜 にや って きた私 た ちを見 て驚 き、親切 に中に招 き、

居 間の古 びた長椅 子 を勧 めて くれ た。 マー シャルー家 はニ

ュー ジー ラ ン ドの人 で、奥 さんがニ ュー ジー ラ ン ドで献堂

前 の神殿 に入 った こ とが あ り、それ か ら３人の幼 児 を連 れ

て南アフ リカへ移 って きた とい う。宣教 師 が話 して くれた

ことは、 たった ひ とつ什 分の一 の律法 を除 いて全部信 じて

いた。

彼 は言 った。 「これだ けは受 け入 れ られ ないん です よ。

それにね、長老ｄ 彼 は声 を落 と して、 「払 う余 裕 がな い

んです」 と言 った。彼 は家 中でふ たつ き りしか ない椅子 の

もうひ とつ に腰 かけて 、す り切 れ て破 れ た 自分 の靴 を見 つ

め なが らまた言 った。 「その……ｑ」 しば ら く口 をつ ぐん

でか ら、 「私 たちに は余分 の金 な どな いんですｄ

長 い沈黙が あって、や がてマ ー シャル姉妹 がす す り泣 き

して言 った。 「この ３日間、食べ た もの とい えば、裏庭 の

木 のア ンズを少 しだ け、あ とは何 に も……司 彼女 は涙 な

３９６

が ら話 して くれた。 「どう した らいいのか、本 当 にわか ら

な い。 ア ンズは も う終 わ った し、子供 たちに は食 べ物 を く

れ とせ が まれ て。 どこに行 った らいいのか。 この辺の人は

だれ も知 らな い し。私 た ち、どうしたらいいん で し ょう，」

この人 たちに什分 の一一を納 め よ とだれが言 えた もの か。

とその とき急 に、問題 の答 えが ひ らめ いた。私 に、それ ま

で感 じた こ との ない強 い力 が湧 き起 こった。 少年の頃 か ら

什分 の一一を納 め る ように教 え られ てい たこ とや それが主の

戒 めで ある ことが思 い出 され た。什分 の一 を払 う人 に は天

の窓 を開 くと主が約 束 され た こ とも、 それが金持 に も貧 乏

人に も与 え られ てい る戒め だ とい うこ とも、私 は知 って い

た。

長椅子 の端 か ら立 ち上 が ると、私 の胸 に熱 い もの が あふ

れ、言葉 が 口をつ いて出 た。 「マ ー シャル兄 弟姉妹 、主 の

み名 に よって お約束 します 。什分 の一 を納 め て主 の教 会 に

入 ったな ら、 あなた方 はいつ も食物 と住 む家 に恵 まれ るで

しょう。」

彼 らふ た りはみ じろ ぎもせ ずに座 りなが ら、その約束 の

こ とを考 えてい た。 それか らマー シャル兄弟 が、奥 さん を

か たわ らに、静 か に言 った。 「長 老 、今 聞 いた こ とは全部

真実 です。 や っ と、 それ もしな ければな らない こ とがわか

りましたｑ」

私 たちは彼 らのバ プ テスマ を次 の土 曜 日に約 束 した。 と

ころが その 日の正午 頃、私 た ちに伝道 本部 か ら電話 が入 っ

た。 「長老 、バ プテ スマ で伝 道本部 に来 ると きに、ふ た り

とも持 ち物 を持 って きて下 さい。前 の伝道地 に転勤 にな り

ます。 カール トンビル は無期 閉鎖 され ますか らｄ

この とき、私 は同僚 にその話 を伝 えなが ら泣 いた。 そ し

て、ベ ッ トの わ きにひざ まず いて主の許 しを願 った。主 は、

バ プテスマの用意 が で きた素 晴 ら しい霊 の家 族 に遣 わすた

め に私 を召 され た。 それが何 ヵ月 に一度 の、 いや それ こそ

これ を逃 した らまた とめ ぐって来 ない最 後の機会 だ とい う

こ とを、主 は知 ってお られ たのだ。私 は、 自分 の道 を望 ん

だ私 の身勝手 を知 り、 これ か らは主 の召 しには必ず従 う と、

主 に約 束 した。

それか ら１年 半後 、 そこか らほぼ ５００マ イル離 れた ロー

デ シアの教会堂 で、私 はアフ リカで過 ごす最 後の証会 の最

前列 に座 って いた。 その会 で は、古 くさ くて もさっぱ りと

洗 濯 され た服 を着 た中年 の婦 人が 、立 って証 を した。彼女

は に じみ 出 る確 信 をもって、教会員 で あ るこ とや 、福 音の

証 や、雨 が降 る火曜 日の晩 にふ た りの宣教 師 が家 まで来 て

くれ たこ とを主 に感謝 した。マー シャル姉妹 は、あれか ら

夫 婦 は多 くの困難 にあったが、什分 の一 を忠実 に納 め たた

め に、 「いつ も食べ る物 と住 む家 に恵 まれて きた」 と話 を

した。

（マー ク ・Ａ ・シンプキ ンス、ブ リガム ・ヤ ング大学 在学 中。

ＢＹＵ第１０ステー キ部 ＢＹ Ｕ第３４支部 の神権会教 師。）
６
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そ うだ.ノ この た ね を､み ん な に売 って あ げ よ う。

ア ドリア ンは考 え ま した。 で も､そ う した ら､ぼ くは

お金 もち に な って しま う。 お 金 も ちの顔 を､思 い出 す

と､ア ド リァ ンは､く らい気 もち に な りま した。

そ して､考 え に考 え たす え､い い こ と を思 いっ き ま

した。

ア ド リア ンは､村 の 役 場 に行 きま した。 おず おず と

中へ 入 って行 っ て､古 いっ くえの む こ うに､す わ って

い る人 に声 をか け ま した。

｢村 長 さん で す かd

｢は い
､ホ セ･ロ ペ スで す 。 な に か､ご よ うで す かd

｢あ の う
､ぼ く､広 場 に､こ うふ くの 木 の たね を､

う え よ う と思 う んで す 。 ぼ くが､木 の せ わ を します か

ら… …｣

こ うふ くの木 は､ど ん どん大 き くな りま した。

あ る とき､村 長 さ ん は ア ドリア ン を よん で､い い ま し

した。

｢お れ い に
､な に か して あ げ た い の だ が,｣

ア ド リァ ン は､む ね を ドキ ドキ させ なが ら､い い ま

した 。

｢ぼ く
､お ね が いが あ る んで す 。 バ イ オ リンが な ら

い た い んで す,｣

｢そ り ゃ
､お や す い ご よ うだ。 バ イ オ リ ンは､村 の･

お 金 で買 っ て あ げ よ うd

ア ドリア ンは､お ど り上 が って よろ こ び ま した。 そ

して､家 に 走 って帰 りま した。

｢こ うふ くの木 だ
､ほ ん とだ よ。 ゆ め が か な った ん

だdア ド リア ンは､お 父 さ ん とお母 さん に話 しま した。

そ して､広 場 の こ うふ くの 木 が 花 を さか せ た こ ろに

は､ア ド リア ンは､だ いぶ､上 たつ して い ま した。

｢あ とは
､町 に行 っ て な ら うん だ､バ イ オ リ ン をひ

いて､お 金 を も うけ なが ら､な らい な さ い司'先 生 は

い い ま した。
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が､お い て あ りま した 。

｢や き もの を
､こ の は こに つ め な

くち ゃ い けな い の よ。 神 殿 をた て る

の に い るの。｣ヒ ル ダ は､な ぜ や き

もの の お さ らや､高 価 な水 さ しが神

殿 を たて るの に い るの か､わ か りま

せ んで した。 お父 さ ん はや き もの を

入 れ た は こ を馬 車 に の せ ま した。

そ して､み ん な で神 殿 が た て られ て

の や､ガ ラ スの か け らが､キ ラ キ･ラ

光 って､と て も きれ い な んだ よ。｣

す る と､近 くに いた 男 の 人 が い い

ま した。｢末 日聖 徒 の姉 妹 た ち は一

番 い い や き もの を､神 殿.に さ し出 し

て ます よ。｣

お 母 さん が､美 しい や き もの をは

こか ら出 して､大 お け の そ ば に い る

男 の 人 に､ひ とつ ひ とつ わ たす の を

い る､が けの と ころ ま で行 き ま した。 見 た と き､ヒ ル ダ は 自分 の 目 を うた

ヒル ダ は､馬 車 か らお りて､お 父

さん につ い て行 きま した。 そ こ で は

男 の 人 た ちが､大 きな お けの 中 をか

き まわ して い ま した。

少 しか がみ なが ら､お 父 さ ん は､

大 きな声 で言 い ま した。｢神 殿 の 外

が わ をぬ る､し っ くい を作 っ て い る

ん だ よ。 しっ くい に､や き もの の か

け ら を､ま ぜ る といい ん だ 。 や き も

がい ました。 男の 人は､そ れ を平 ら

な板 の上 で こなごなに し､か き集め

て大 おけの 中に入 れ ました。

水色の水 さ しが くだか れて､し っ

も､か ら っぽ に な っ たは こ をっ ん だ

馬車 が､お か をお りて行 くあ い だ 中､

ヒ ル ダ は､声 を ひそ ませ て､な い て

い ま した 。

あ る 日の夕 方､神 殿 が か んせ い し

ま した 。 ヒル ダ は お 父 さん や お母 さ

ん とい っ し ょに､美 しい神 殿 の ほ う

へ､歩 い て行 き ま した。 日が しず み

か け た と き､ヒ ル ダ は神 殿 の かべ を

見 ま した。 日の光 に､か べ は キ ラ キ

ラ とか が や い て い ま した。

｢あ あ
､お 母 さ ん/｣ヒ ル ダ は

うれ し くて､急 にむ ね が い っぱ い に'

な っ て､さ け び ま した。｢正 面 の ド

くいの 中 に まぜ られ るの を見 た と き､ア の とこ ろの､水 色 の キ ラ キ ラす る

ヒル ダ は､な き出 して し まい ま した。 もの が 見 え る?お ば あ ち ゃん の 水

｢か な しん じゃ い け な いの よ
､ヒ さ し じゃ な け れ ば､あ ん な にキ ラ キ

ル ダ 。｣お 母 さ ん は､ヒ ル ダの か た ラ光 らな いわ 。｣

に､そ っ とうで を まわ し ま した。 で
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１９７５年４月５日出 第 １４５回半期総 大会神権部会 にお ける説教

ふさわ しい

神権者になろう

大管長

ス ベ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル

神権 を受 ける ことは極めて大さな責任であ り、特権て ある。従 っ

て神権 者の不義を見過 ごしにすることはできな い。

私 は今晩 この会 にお いて素 晴 ら しい

説教 を聞 きなが ら、 も し世 界中のすべ

ての少年 が、 またすべ ての男性 が この

ような説教 を聞 いて、人 々が持 つべ き

思 い、 目指 すべ き理 想、 そ して標準 を

知 るこ とがで きれば どんなに よい こと

だ ろうか と考 えた。私 たち教 会の 男性

と少年 たちが、個 人の生活 にお いて も

教会 の仕事 に おいて も指導 を受 け、霊

感 を受 け るこ とがで きるのは、何 と幸

せな こ とだ ろうか。

私 は今管理 役員 に、特 にイ スラエル

の 「共通 の判 士」 で ある監督 とステー

キ部長 に話 したい。

かつ ての大 管長 と予 言者 の言葉 を読

んでみ よう。 ジョン ・テイラー大管長

は次の ように語 った と言 われて いる。
’ 「さ らに

、何 人 かの監督 は会員の 罪

を隠 そ うと して い るとい うこ とであ る。

私 は神 の名 に よって彼 らに言お う。 あ

なたが たはその 人の罪 を負 わな ければ

な らな い。 あな たがたの中 に人の罪 に

加 担 したい、あ るいは奨励 したい と思

う者 が いれば、 あなたが たはその罪 を

負 わな ければな らな くなるだろ う。監

督 や支部長 の責 任 のあ る人 々は よ くこ

の こ とを心 に とめ てい ただ きた い。神

は罪人の処理 をあなたが たの手 に委 ね

てお られ るの であ る。 あなたが たは正

義 の原則 に手 を加 えた り、人々の非行 、

腐敗 をおお い隠す ため に教会 の高職 に

任命 されて いるので はない。」 （Ｃｏη∫ｃ一

γｅπｃｅ ．Ｒｅｐｏπ 「大会 報告」１８８０年 ４月

Ｐ． ７８）

次 にや は り大管長 会の一 員 であ った

ジ ョー ジ・Ｑ・キャ ノンの言葉 を読 もう。

「神 のみ たまは疑 い もな く
、非常 に

嘆 き悲 しみ、 この ような行為 を犯 した

者 を見捨 て られ る。 そればか りでな く、

私 たちの周囲 で この よ うな こ とが行 な

われ るの を止め なか った者 、行 為者 を

責 め なか った者 をも見捨 て られ るだ ろ

う。不義 を阻止 し、過 ち を明 らかにす

る適 切 な手段 を講 じない とき、上 は大

管 長 か ら下 はす べての神権ｉ者 に至 るま

で、神 のみ た まは失 われ、神 の賜 、祝

福 、 お よび力の後退 が見受 け られ るこ

とにな る。」（Ｊｏ初γηαＺｏ∫Ｄ♂ｓｃｏπγｓｅｓ

「説教集 」２６：１３９）

さて兄 弟 たち よ、 この点 につ いて ほ

か に も数 多 く教会 幹部 の話 を引用 す る

こ とがで きる。

私 たちは、面接 す る指導 者 が罪 を犯

した人に同情 を寄 せ， また その家族 に

愛 を感 じるあ ま り、 その人が 当然受 け

な けれ ばな らない罪 を差 し控 え る傾 向

が非常 に強 いこ とを懸念 してい る。

罪 を犯 した人が当然会員権ｉを剥奪 さ

れ るか、破 門 され るか しなけれ ばな ら

な い ときに、赦 されて何 の罪 も受 けな

い こ とが あま りに も多い。 また、破門

され て然 るべ き罪人が会員権ｉの剥 奪 で

終わ って いる ことも非常 に多 い。

この ような場合 あなたがその罪 を背

負わ なけれ ばな らない とテ イラー大管

長 が言 われ た ことを覚 えてい ただ きた

い。兄弟 たち、あ なた方 は人の重大 な

罪 を背 負 いたいだ ろ うか。

あなた方 は予 言者 アルマの言 った言

葉 を覚 えてい るだ ろ うか。 「さて、…

罪 が定 め てなか ったな らば、 人は悔改

め をす るこ とがで きなか った。」 （アル

マ４２：１６）

この こ とにつ いて しば ら く考 えてい

ただ きたい。 あ なた方 は この点 に気 が

つ いて いただ ろうか。 本当の完全 な悔

改 め を しない と、赦 され るこ とは あ り

得 な い。 しか も罪の ない所 に悔改 め は

ないの であ る。 これは確 か に永遠 の原

則 で ある。

もうひ とつつ け加 えたい ことが ある。

決定 を下 すの はステー キ部長 か監督 で

副 ステー キ部長 、副 監督 あ るい は高等

評議 員 は、 その決定 を受 け入れ るか、

拒 む かいずれ かの立場 に立 ってい る。

他 の普通 の事柄 を扱 う ときの ように、

賛否 の挙 手 をす るので はない。

神 の律法 を破 った人 があな たが たの

所 へ来 た ときは、以上 の ことを覚 えて

い ただ きたい。

不 相応 な同情 に道 を譲 るこ とは簡単

で あ る。 しか し罪 を犯 した人 は苦 しま

な ければ な らない。 これは絶対 に必要

な こ とで ある。 そ してそ う要 求す るの

は監督 や支部長 で はな く、人間 が生 ま

れ なが らに して持 ってい る固有 の性質

が そ うさせ るので ある。 この処罰 の手

続 きは、特 に成 人 と既婚者 に、中で も

神 殿 に入 った者 に適用 され る。 この人

々 は神 の神 聖 な律 法 を曲げ るこ とはで

きない こ とを理解 しなけれ ばな らない。

先 日私 は、 ジ ョセ ブ ・ス ミスについ

て書 い たウ ィルフ ォー ド ・ウ ッ ドラフ

の記録 を読 んで興 味 を覚 えた。私 た ち

は誤 った誇 りを持 ってお ご り高 ぶ った

人 を見か ける こ とが あ る。 こ うい った

人 は 自分 の思 い通 りに事 を進 め ようと

す るか、 それがで きなけれ ばや め るか

どち らか であ る。監督 がだれ か とち ょ

４０５



っ とした 口論 を した ため に、 ワー ド部

を去 って、二度 とワー ド部 の敷居 をま

たこ うと しない人 を見 た ことはないだ

ろ うか。

予 言者 はこ う言 って い る。 「私 た ち

は 自分 が 占め てい る地位 の こ とで高慢

にな るこ とは少 しも許 されて いない。

大 管長 で あれ、副 管長 で あれ 、使徒 で

あれ、 または他 の いかな る人 であれ 、

も し心の 中で 自分 が いか なければ神 は

不 自由 され る。主の み業 を進 めて い く

上 にお いて 自分 は特 に重要 な存 在 であ

る、 と感 じるな ら、その人 は危険 な状

態 にある。私 は ジョセブ ・ス ミスか ら、

この教会 の第二の使徒 オ リバ ー ・カウ

ドリが彼 に、 『もし私 が この教 会 を去

れ ば、教会 は倒 れ るだ ろ う』 と言 っ た

とい うことを聞 いた。 ジョセブ ・ス ミ

スは 『オ リバー 、それ ではや ってみ る

といい』 と答 えた。彼 は去 った。 そ し

て彼 は倒 れ た。 しか し神 の王 国 は倒 れ

なか った。私 は今 の時代 に、他 の使徒

でや は り自分 がい なければ主 はみ業 を

進 め られ ない と考 えた人 を知 ってい る。

しか し主 は彼 らが いな くて もみ業 を押

し進 め られ たので あった。ユ ダヤ人 に

も異邦 人 に も、大 なる者 に も小 な る者

に も、 また富 め る人 に も貧 しい人 に も、

すべての人 に申 し上 げたい。全能 の神

は御 自身の 内に力 を持 ってお られ、 み

業 を進 め てい くため にだれか特定 の 人

に依 存 してお られ るとい うことはない。

しか し主 が人 を召 してみ業 に従事 させ

る とき、 人は主 を信頼 しなければ な ら

な い。」 （ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ、

Ｄ∫５ｃｏ解 ８ｅ 『説教』 「デゼ レッ ト・ウ

ィー ク リー」 １８９０年 ４月 ６日、４０：

５５９，５６０）

さて神権 を持 つ兄弟 た ち よ、大会 の

たびに遠 くか らこの神権 会 に父 と子 が

一緒 に来 て出席 し
、大 会の説教 を聞 く

こ とには、特別 な意義 が ある。

私 はあなた方の 中に素 晴 ら しい若者

が数 多 くい るの を 目に し、間 もな く父

親 とな り、指 導者 とな り、監督 、 ス テ

ー キ部長 、 あるいは宣 教師 とな ってい

く姿 を感 じる とき、大 きな感 激 を覚 え

る。

今 この会場 には非常 に多 くの若 人が

い る。 そ して その多 くは執事 で あ る。

私 は 自分 が執事 であった ときの ことを

覚 えてい る。 （もっと もだいぶ昔 の こ

とであ るが。）私 は執事 にな るこ とは、
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非常 に大 きな栄誉 で あ る と思 って いた。

父 は私 の責 任 の こ とにいつ も心 を配 り、“

馬車 で断食献金 を集め るこ とを許 して

くれ た。私 の責任 は自分 の住 んで いた

町の一角 で献金 を集 めて回 ることであ

った。 しか し家 々 を回 る とかな りの距

離 にな り、 その上 小麦粉 の袋 ひ とつ 、

果物 の びん詰 め １本 、野菜 、パ ンな ど

が集 まる と、大 変重 か った。 それ で馬

車 を使 う と非常 に便利 で快適 で あった。

後 で現 金 で納 め る ようにな ったが 、当

時 は品物 で納 め ていたの であ る。天 父

のため に この奉仕 をす る ことは、大変

大 きな栄誉 で あった。時代 が変 わ って、

品物 の代 りにお金 が納 め られ る ように

な ったが、 この奉仕 をす るこ とは依 然

と して大 きな栄誉 で あ る。

私 は今 も執事 であ る。私 はいつ も自

分 が執事 で ある ことを誇 りに思 って い

る。聖会 で使徒 た ちが聖餐 を祝福 し、

他 の教会 幹部 が聖 餐の テー ブルの所へ

行 ってパ ン と水 を受 け取 り、集 まった

すべ ての人 に配 って空 に なった容 器 を

返 す の を見 る とき、私 は 自分 が執 事 で

あ り、教 師、祭 司 であ るこ とを大変誇

りに思 う。

神殿 で開 かれ る特別 な集会 で、教会

幹部 が聖餐 のテー・ブル につ いて祝 福 し、

続 いて聖 餐 を配 る とき、私 の心 臓 の鼓

動 は音 が聞 こえるほ ど高鳴 り、私 は神

聖 なア ロ ン神権 を持 って い るこ とと、

聖餐 の儀 式 を執行 で きる特権 に感謝 の

念 を抱 くの であ る。

またパ ンを割 いて祝福 し、使徒 た ち

に与 えられ たの はイエ ス ・キ リス トで

あ るこ とを思 い出す 。私 も同 じよ うに

で きるこ とを誇 りに思 う。 ふ さわ しい

状態 で聖 餐 を配 り、敬 慶 であ るよ うに

と話 したタナー副管長 や他 の兄弟 た ち

の先 ほ どの話 を記憶 していただ きたい。

父親 であ る皆 さん、 ウ ォル ター ・マ

ック ピー クの記 事 を読 んでお聞かせ し

たい と思 う。 「少年 は リンカー ンや ワ

シン トンの ような英雄 をた くさん必要

と して い る。 しか し同時 に、す ぐ身近

に も英雄 が必要 であ る。大 きな力 を持

ち、す ぐれ た人格 を持 った人 を個 人的

に知 る必要 が ある。町 で出合 った り、

一 緒 にハ イ キン グや キャ ンプ に行 った

り、家の近 くで ふだん何気 な く接触 で

きる人 が必要 で あ る。彼 らは一対一 で

質 問 した り、話 をした りで きる人 を必

要 と してい る。」

すべて の父親 は息子 に対 して この よ

うに身近 な存 在 とな っていただ きたい。

またすべ ての父親 は家族 の夕べ を開 い

て、息子や娘 にそれ ぞれ 自由 に発言 す

る機 会 を与 え、家族 です るこ とを共 に

計画 し、家族 の祈 りを捧 げ、子供 た ち

に家族 の 夕べ に参加 す る機 会 を与 えて

い ただ きた い。

少年 の皆 さん、人生 には大切 な 目的 ，，

が ある。天 父 な る神 は、あ なた方 の た

め にひ とつの世 界 と人生 を備 え られ た。

この 人生 は特 筆 に値 す るもの に もなれ

ば、通 りいっぺ んの もの に もな り得 る。

それ はあ なた方 次第 であ る。１２歳 とも

なれ ば、 多 くの こ とが期待 され るよ う

に なる。 この 人生 は運 にまかせ て生 き

る もの で はな く、力 を尽 くし、’努力 し

計 画 して生 きるもの で ある。 ユダヤ教

で は、男子 は１２歳 で成 人 と見 な される

とい うこ とであ る。主 イエ ス ・キ リス

トが両 親 に連 れ られて神 殿 に来 た とき、

主 が そこに と どまって指導者 や博 士 た

ち と知 的 な会 話 を交 わ されたの は、そ

の ため であ る と思 われ る。

さて、 よ く尽 くして くれ る父親 に恵

まれ た子供 は、今魔 は自分 で天父 な る

神 、両 親 、 それ に出会 うすべ ての 人に

喜 ばれ る生 活 を送 る責任 を負 ってい る。

あな た方 は成長 して い く過程 で、ロム

ニー副管長 が力強 く話 された ように、

勇気 を出 さなければ な らない場 面 に何

度 も遭 遇 す るであろ う。

あ る沈 没寸前の船 に乗 って いた従 軍

牧 師が青年 に言 った。 「あ なたは若 く、

前途 は洋 々 と してい る。 さあ、 これ を

使 い なさい。」こ う言 って この牧師 は救

命具 を下士 官 に渡 し、間 もな く船 と共

に沈 んでい った。

「それは１９４３年 ２月 ３日の こ とで あ

った。 この悲劇 はア メ リカの軍隊輸送

船 ドチ ェス ター号 の水雷 に よる沈 没で

あ った。 この従軍牧 師 のほか に、 これ

とほぼ同 じこ とを言 って救 命具 を譲 り、

命 を犠牲 に した牧 師が ３人い た。 以上

の ４人 の内、 ひ と りはカ トリック教徒

で、ふ た りはプ ロテ スタ ン ト、ひ と り

はユ ダヤ教徒 であ った。 」

人 は人生 を築 くの に法定 の年齢 に達

す る まで待 つ必要 はない。幼児 の時か

ら、子供 の時 か ら始 ま るの であ る。

主 イエ スが神殿 に行 かれ たのが弱冠

１２歳 で、十字架 にか け られ たのが３３歳

で あった こ とは興 味深 い こ とであ る。
■
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また予言者 ジョセ ブ ・ス ミスが神 か ら

示現 を受 け たの が まだ１５歳 に満 たな い

時 であ り、 モロナ イの訪 れ を受 けて金

版の ことを知 らされ たのが わずか１８歳

の時 であ った こと も、注 目すべ きこ と

であ る。 また金 版 を受 け取 って、重 責

を担 ったの は、 まだ２２歳の時 であ った。

そ して弱冠 ２４歳の時 にモル モ ン経 を出

版 し、２４歳 を少 し越 えた年 齢 で啓示 に

基づ い て地上 に神 の王 国 を組織 して い

る。

さらに最初 の使徒 た ち も若 く、２９歳

か ら３６歳 であ ったこ とも興味深 いこ と

で ある。彼 らが この ように若 い に もか

かわ らず、 円熟 してお り、強 く、気 品

があ ったこ とは、信 じられないほ どで

あ る。

少年 は立 派 な大 人に成長す る。 これ

まで何千 人、何 万 人 もの宣教 師が伝道

に出 かけ、伝道 か ら帰 って きた。青少

年 は献身す るな ら、伝 道 に よって立 派

な大 人 にな って 、背 も高 く、強 く、立

派 な、 しっか り目的 を意識 した大 人に

な って帰還 す るの を目に しただ ろ うか。

ある大企 業の幹部 は、 「少年 を どの

ように して大 人 に育 て るか」 とい う質

問 に次の ように答 えて い る。彼 に問 わ

れ た質問 は厳密 に鳳 、 「人 を本当 の人

物 にす るの は何 であ ろ うか」 とい うも

ので あった。私 は彼の答 えに同意す る。

「いろい ろな要素 が あ るが
、少年 の

ときに耳 を傾 けた内 なる声 が最 も重要

で あ る。 この声 を私 た ちは良心 と呼 ん

で いるが、 これは私 た ちの思 い を制御

す る。 そ して人 の思い は行為 とな って

現 われ る。 繰 り返 し行 な う行為 は習慣

となるの で、今 あな たが考 え、行 な っ

て いる ことは、未 来の あな たを示 して

い る と言 える。

少年 をその名前 に恥 じない人物 にす

るため には何 を しなけれ ばな らないか

と問 われれば、私 は こう答 えよ う。決

して嘘 をつ いた り、人 をだ ま した り し

て はな らない。嘘 をつ く人は弱虫 であ

る。 また同時 に泥棒 で あ る。すべ ての

ことにつ いて真理 を尊 ぶ 勇気 が あれば、

あな たは克己の道 を前進 して いる と言

える。

一生 懸命 に働 きな さい
。 あな たの心

は倉庫 の ような もので、 あなた は棚 に

品物 を貯 え るの であ る。良 い品質の 品

物 で倉庫 を満 た しなさ い。 あな たが今

日形作 る、仕事 と勉 強の習慣 は、明 日

の あなたの生活 の基 とな るこ とを覚 え

な さい。

楽 し く暮 らしな さい。体 力 とス ポー

ツマ ンシップ を必要 とす る活動的 なゲ

ー ム をしな さい
。 自分 自身がル ール を

守 り、人 に も同様 にす るよう求 めな さ

い ｏ

そ して創造主 を敬 いな さい。神 はす

べ ての善 の源 であ る。測 り知 れない受

け継 ぎに感謝 を表わす最 も良 い方 法 は、

『義務
、名誉 、国家 、そ して神』 の規

約 に沿 った生活 をす る ことであ る。

もしこの ように生活 し、すべ ての こ

とにつ いて最善 を尽 くす な ら、あ なた

が培 う心 と魂 は、 いつ か立派 な人物の

心 と魂 にな るだ ろ う。」 （Ｊ・エ ドガー ・

フーバー ）

大切 なの は姿 勢 であ る。 人は背が高

くな るこ とを望 む とき、天 に向か って

伸 び を し、高 貴 な人に な りたい と思 う

とき、 まず 品性 の あ る衣服 を着 、空 を

飛 びた い と思 う とき、翼 を持 た なけれ

ばな らない。 また、正 しい人 にな りた

い と思 えば、正 義 の外套 をま とわ なけ

れば な らない。

ジ ョー ジ ・ホール卿 につ いての言伝

えが ある。話 の真偽 は ともか く、 これ

か ら教訓 を学 び取 って いただ きたい。

「ジ ョー ジ卿 は良 くない生 活 を送 って

いた。酔 っ払 いで、賭博 にあ け くれ、

取 引 きでは不正 を働 き、彼 の顔 はそれ

までの生 き様 を如実 に反映 して いた。

それ はひ ど く醜 い顔 で あった。

あ る 日彼 は田舎 の純 朴 な少女 に恋 を

して、結婚 を申 し込 ん だ。 ジェニー ・

ミア は、見苦 しく醜 い顔 の人 とは決 し

て結婚 で きな い、私 は本 当の愛の鏡 で

あ る聖 人 の ような顔 の人 と結婚 したい、

と言 った。

当時皆 が していた ように、 ジ ョー ジ

卿 は ロ ン ドンの ボ ン ド街 にい るア エニ

アス氏 の ところへ行 った。 アエニ アス

氏 は ろ うの面 を作 って いた。 その技術

は完壁 の域 に達 して いたので、人 々は

面 をかぶ って い る人が だれで あるか を

見抜 くこ とがで きなか った。 その技術

を証 明す る例 として、借 りたお金 を使

い込 ん だ債務 者 が、彼の面 をかぶ って

債権 者の前 を気づ かれず に歩 いて通 る

こ とが で きた、 と言われ てい る。 アエ

ニア スは倉庫 へ行 って面 を選 び、 火で

熱 して ジョー ジ卿 の顔 につ け た。 そ こ

で ジ ョー ジ卿 が鏡 をの ぞ き込 む と、愛

に富 んだ聖 人 の ような顔 が映 って いた。

彼 の容貌 は一変 し、間 もな くジェニー・

ミア と結婚 す るこ とが で きた。

彼 は田舎 に小屋 を買 った。 それ はば

らの木 に囲 まれてほ とん ど人 目につ か

な い小屋 で、小 さな庭 がつ いて いた。

それ以 来彼の生 活 は １８０度転 換 した。

自然 に興 味 を持 つ よ うにな り、野 の石

に説教 、小川 に書物 、そ してすべ ての

もの に善 を見 出す よ うにな った。以前

の彼 は ただ遊 び疲 れ て、人生 に全 く興

味 を持 っていなか った。 しか し今 は親

切 を施 す こ とと、周囲 の世 界 に夢 中に

なって いた。

彼 は ただ新 しい生活 を始 め る ことに

の み満 足 しないで、過去 の償 い をしよ

う とした。極秘 の うち に法務 官 を通 じ

て、 自分 が詐 欺 に よって得 た利益 を返

還 した。 そ して毎 日人格 に磨 きをかけ、

美 しい思 い を加 えてい った。

ところが偶 然前 に彼 と一緒 に働 いて

いた仲 間 が、彼の正体 を知 った。 そこ

で彼 の もとを訪 れ 、昔 の悪 い生 活 にも

どるよ う誘 いか けた。彼が断 わ る と仲

間 は彼 を襲 い、面 をは ぎとって しまっ

た。

彼 は顔 をお おった。すべ てが終わ っ

たの だ。新 しく発 見 した人生 も、愛の

夢 も。彼 が足 もとに面 を落 としてぼ う

然 と立 ちつ くしてい る と、妻 が庭 を一

目散 に走 って きて彼 の前 に身 を投 げ、

と りす が った。 そ して見上 げた彼女の

目に映 ったの は一体 何 だっただ ろうか。

見 よ、一 本一 本 の しわ か ら、顔の特徴

の細 か な点 に至 るまで、あの面 とそっ

く りだった。全 く美 しい、均斉 の とれ

た顔 にな って いたの であ る。

人の営 む生活 が、 また心 に抱 く思 い

が顔 に刻 まれ る ことは、疑 いの ない と

ころであ る。

時間 があ るの で、．興味深 い記事 を少

し読 んでみ たい と思 う。

噂

どの町 で も、 どの通 りで も、

ほ とん どどの家 で も、 あなた は

そ ここ こをうろつ く小 さな鬼 に

出会 うだ ろう。

歯 を見せ て冷笑 し、

あ なたの揺 り椅子 によ じ登 り、

どこにいて もあな たに とりつ いて くる

小 鬼。

そ してあな たの す ぐ近 くに たど りつ く

と、
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あ なたの耳 に何 か さ さや きかける。

人の恥 とな るち ょっ と した噂 を。

この小鬼 の名前 は、 「小 さな噂 」 であ

る。

決 しては っき り 「知 って いる」 とは言

わ ない。

ただそ う聞 い た、 と言 うだけで ある。

しか しそれで もあなた にささや きか け

る。

す る とあな た も行 って人 にさ さや きか

ける。

少 しの 中味が あ りさ えす れば、

噂 とい うもの は間違 って いて も、

ジョンがヘ ン リーに言 えば、ヘ ンリー

か らジョー に、

ジョーが メア リーに言 えば、 メア リー

か らフ ロー に、

フローが ミル ドレッ ドに言 えば、 ミル

ドレッ ドか らルー スに伝 わ る。

そ していつの間 にか真実 として語 り継

が れ るようにな る。

あなたは この小 さな鬼 を知 って い るだ

ろ う。

自分 で知 ってい るとは言 わな い。

これは真実 だ とは言 わ ない。

ただあ なたに ささや くだ けであ る。

あな た も行 って、

ほかの人 に話 す こ とを知 ってい るか ら

であ る。

この ように して 日が沈む前 に、

彼 は悪 魔の業 を助 け るの だ。

そ して喜 び と善 意 を、

隣近 所か ら奪 い去 って い く。

「噂」 に気 をつ け よ
、

彼 が家 に忍 び込 み 、中傷 を言 いふ ら し

た とき。

どん な場合 に も証拠 を求め よ。

だれか ら、いつ 、 どこで聞 い たか を、

ただ 口づ て に聞 いた とい うので あれば、

一 言 も信 じな い とは っき り宣 言 し
、

私 はそんな町 のつ まらないお しゃべ り

な ど、

人 には伝 えな い、 と返 事せ よ。

噂が い くらほ ほえみか け、作 り笑 い を

しよう と、

悪魔 の業 を助 け ることは拒 まなけれ ば

な らない。

詩 「幸福 な時」 よ り

兄弟 た ち、今 晩聞 いた １７４番 の男性

コー ラスは本 当に美 しか った。 あな た

方 に会 えた こ とは素 晴 らしいこ とであ

る。神権 者 として主 に仕 えるこ とは栄

誉 で ある。主や皇帝 が所有 してい るも

の よ りも大 きな、 この貴重 な神権 を持

つ こ とは、何 と恵 まれ てい るこ とだ ろ

うか。 すべての 少年 が 兄弟 や父親 と共

に この特権 にあずかれ るとい うことは、

何 と素晴 ら しい こ とだろ うか。神 が皆

さん を祝福 し、今 晩 この集 会 で話 され

た こ とが心 に深 く浸透 し、私 たちの益

となる ように願 って い る。

これは主のみ業 で あ る。私 はあな た

方 少年 と成 人の 男子 会員 に この ことを

知 って欲 しい。 これ は主 のみ業 であ る。

私 は その こ とをは っ きり知 ってい る。

この証 をあな た方 に知 って いただ きた

い。 もちろん あなた方 自身 もこの証 を

お持 ちであ ろう。共 に前進 し、私 た ち

の大 きな未来 に備 えよ うで はないか。

神 が あな た方 を祝福 され るように、 イ

エ ス ・キ リス トのみ名 に よ り、アー メ

ン。

成功者 は克己によって

計られる

第一副管長

Ｎ ・エ ル トン ・タ ナ ー

克己は正 しい道 を見きわめさせ、その道を最後 まで歩み続ける意

志の強さを与 えて くれる。

愛 す る兄弟 た ち、この偉 大 な タバ ナ

クル において神 権者 の顔 を眺 め、世 界

の人 々が 多数放 送 に耳 を傾 けて いる こ

とを思 うと、 ここに立 つ こ とは実 に大

きな特 権 であ り、祝福 で あ り、 また霊

感、をたまわ る機 会 であ る と思 う。 イエ

ス ・キ リス トの教会 に属 して神 の権能

を授 か り、主の み名 に よって行 動 で き

るこ とは、何 と名誉 な こ とで あろ うか。

私 たちは世 界中に多 くの神権 者 がい る

こ とを思 う とき、大 きな感動 を覚 え、

主 を賛 美 したい気持 に駆 られ る。

南米 のブエ ノスア イ レスでの地域 総

大会 に出席 した とき、 メルケ ゼデ ク神

権指導 者会 にお いて、ア ルゼ ンチ ン、

ウル グァイ、パ ラ グァイ、チ リを代 表

す る １，３００名以 上 もの出席者 を迎 える

こ とがで き、私 たちは主 に感謝 した。

一般 大会 には
、ブ ラ ジルで ５，５００名以

上 、アルゼ ンチ ンでは１０，０００名以上 の

人が集 まった。

主 のみ業 が前進 し、主 の王 国が世 界

にあ まね く築 き上 げ られ てい るこ とは

明 らかで あ る。大管長 が、サ ンパ ウロ

に神 殿 を建 設す る と発 表 された とき、

会 員 は心 か らの感謝 の表情 をあ りあ り

と示 していた。 ブラ ジル とアルゼ ンチ

ンの会 員た ちは全力 を尽 くして神殿建

設 を支持 す る と誓 っ た。

福 音 を受 け 入れて その教 えに従 って

生 活す る人々の生 活 に変化 を見 、彼 ら

の証 を聞 くこ とは、実 に心 強 い ことで

あ り、福音 が真実 の もので あるこ とを

知 る機会 で もあ る。

ところで、ベ ネズエラの カラカ スで

あ る晩 、私 たちが聖徒 と求 道者 た ちの

会合 に出席 した ときの ことであ る。大

管長 は、 そこに集 まった出席者 の数 を

５００名 と見積 られ た。私 は話 を始 め る

前 に、１９７４年 、７５年 にバ プテ スマ を受

愚
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長に見 るの であ る。 さて神 の予 言者 で

あるキ ンボー ル大 管長 はすべ ての若者

に、熱心 に学 び、清 い生 活 をす るこ と

に より身 をふ さわ しく保 ち、伝 道資金

を貯蓄 し、伝道 に出 る準備 をす る よう

に話 され た。

若 い兄弟 た ちに申 し上 げた い。 もし

あな た方 が、大 管長 が求 めた こ とを実

行 す るな らば、幸福 と成功 は あなた方

の もの とな るであ ろう。 そ して 多 くの

よい こ とをな し遂 げ、権能 を もった人

か ら与 えられる主 の召 しに対 していつ

で も準備 が できた状 態 を保 つ ことが で

きるので ある。

ブエ ノスア イ レスで行 なわ れた地 域

総大会 に出席 して いて、私 はジレッ ト・

レーザ ー社 の南 米全域 の責任 者 であ る

方 に会 った。彼 は主が望 まれ る道 に従

って少年時代 を送 り、神権 者 として ど

んな地 位 につ いて もそれ を立派 に果 た

して きた。彼 は、ア ルゼ ンチ ンか らブ

リガム ・ヤ ング大学 に学 び、そ こで学

生 自治会 の会長 となった。大学 を出 る

と、ア メ リカ合衆 国 の ジレ ッ ト社 に就

職 し、最近 、南 米全域 の責 任者 に任命

されたばか りで あった。彼 は大 会中 、

キ ンボール大管 長の話 を全部通 訳 した。

彼 は予言者 の通訳 がで きる とは、全

く光栄 です と私 に言 った。 また、彼 の

生涯 に とって福 音 が どんな意 味 を持 っ

てい るか 、そ してそれ は今 の仕 事 に対

して どの ような備 え となったか を言舌し

て くれ た。

主 はいつ で も、十分 信頼 で きる人、

伝道 の地 で よ く主 を代 表 で きる人 、そ

して、 いか なる場合 に も信頼 で き、神

の王国建 設 を助 け る準備 ので きてい る

人 を求 めて お られ る。

主 は言 われ た。 「見 よ、 これ わが業

に してわが栄光 、す なわ ち人 に不死不

滅 と永遠 の生命 とを もた らす な り。」

（モーセ １ ：３９）主 は私 た ち神権者 に、

福音 を宣 べ伝 え る助 け を し、福音 を実

践 し、 また人々 も実践 で きる ように助

ける ことを求 め てお られ る。 これ は人

々に不死 不滅 と永遠 の生 命 を得 させ る

ため で ある。

この復 活祭 の時期 に あた り、私 は、

イエ ス ・キ リス トが現 在生 きてお られ 、

真 に生 け る神 の御子 で ある こと、地上

に降 臨 し私 た ちのため に生命 を犠 牲 に

され たこ と、 そ して生 命 と救 いの計画

を授 けて下 さった こ とを証 したい。 こ

れ こそが、私 たちが回復 され た主の教

会 で教 えて いる福音 であ る。 また私 た

ちが、神 の予言者 スペ ンサー ・Ｗ ・キ

ンボー ルに よって導 か れて いるこ とを

あ なた方 と全世 界 に証 した い。

私 たちが、 自己訓練 と克己の原則 を

適 用 し、神 権者 と して受 けて いる数 々

の祝 福 にふ さわ しい者 となれ る よう、

また神 のみ前 に正 しく歩 む こ とがで き

るよ う、へ り くだ ってイエ ス ・キ リス

トの み名 に よ り祈 る。 アー メ ン。

勇気のある入が

必要である

第二副管長

マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

最も偉 大な勇気 とは、どんな状況にあっても、良心 と神 に真実に

行動するということである。

神 権 を持 つ兄弟 た ち、私 は今 晩勇気

につ いて少 し話 を したい と思 う。 一般

に勇気 には、外見 に現 われ る勇気 と内

な る勇気 があ る と言われ てい る。

しか し私 の経験 か ら言 えば、内 なる

勇気 を持 って いる人、言 い換えれ ば 自

分 自身 に真実 であ る人 は、同時 に外見

に現 われ る勇気 も持 ち合 わせ て いる。

偉 大 な文豪 シェイ クスピアの戯曲 「ハ

ム レッ ト」 の 中で、登場 人物 の ポロー

ニア スは息子 にいろ いろな点で指示 を

与 えてい る。 そ して長 い独 白を次の言

葉 で結 んで いる。

いちば ん大事 な ことは、おのれ に誠

実 なれ 、 というこ とだ。

さす ればか な らず、夜 が昼 にっ ぐご

と くに じゃ な、

他 人に対 して も誠実 な らざるを得 ん。

「ハム レッ ト」 １、ｉｉｉ、５２－７３（三

神勲 訳 ）

私 たちは皆 良心 を持 ってお り、 この

良心 が 内な る勇気 の根源 であ る。 本当

に勇敢 な人は必 ず 自分 の良心 に従 う。

何 が正 しいのか を知 って いなが らそれ

をしない人は、憶病 者で ある。

教 会関係 の 出版 物の 中には、勇気 あ

る人の例 が た くさん見出 され る。例 え

ば、予言者 ジ ョセブ ・ス ミスの こ とを

少 し考 えて いただ きたい。近所 のプ ロ

テス タ ン トの牧師 に示現 について話 し

た ところ、彼 は嘲 笑 され た。 その とき
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の こ とを彼 は次の よ うに書 いてい る。

「然 しなが ら
、 これ に も関 わ らず私

が先 に示現 を受 けた ことは事実 で ある。

私 は実際 に光 を見 た。 その光 の唯 中

に二人 の御方 を見 た。 そ してその方々

は真実私 にお言葉 をかけ た もうた。 私

が示現 を受 けた と言 う ため に憎 まれ

また迫害せ られ て も、なお それは真実

で ある。 そ して私 が この よ うに言 うた

め に、人 々が私 を迫害 し罵 り偽 っ てあ

らゆ る悪 口 をあびせ てい る間 に、私 は

自分 の胸の 中で語 るよ うに なった 『何

故真 実の こ とを話 すか ら私 を迫害 す る

のか。私 は本 当に示現 を受 け たのだ、
さか

私 が どう して神 に抗 らえ ようか。何 故

世 の中の人 は、私 が本 当に見 た もの を

見な い と言 わせ よう と思 うのか。私 は

示現 を受 けたので あるか らそれ が事 実

であ るの を身 を以 て知 ってい る。私 は

神 が それ を知 りた もうことを知 って い

る。私 はそれ を打 ち消す ことは で きな

かっ た。 …』」（ジ ョセブ ・ス ミス ２ ：

２４、２５）

予 言者 は若 い ときだけでな く、生涯

自己 に真実 であっ た。 最初 の示現 が あ

ってか ら１８年後 に、予言者 は何 人かの

兄 弟 たち と共 に、「まだ建 てか けで、吹

きさら しになった裁判所 に」 何週 間か

「閉 じこめ られた
。」

パー レー ・Ｐ ・プラ ッ トは次 の よう

に記 して いる。 「そんな退 屈 なあ る夜 、

私 た ちは真夜 中 まで眠 られぬ まま横 に

なって いた。 しか し、見 張 りが 口にす

るわいせつ な冗談 や聞 くに耐 えない汚

ない言葉 、恐 ろ しい漬神 の言葉 、下 品

な話 を何 時間 も聞 いて い ると、耳 も心

も苦痛 に うめ いた。 ……

私 はが まん しきれ な くな り、気分 が

悪 くなっ た。 体 がふ るえ、義憤 に燃 え

た。 そ してす ぐに も立 ち上 がって 、見

張 りどもを叱責 しよう と思 った。 しか

し、す ぐ隣 に横 になっ ていてお きてい

るにちがい ないジ ョセ ブや他 の人 には

何 も言 わなか った。 突然 ジ ョセ ブはす

っくと立って雷 鳴 かはたまた獅子 の吠声

か と聞 きまこ うような声 で叫 んだ。 そ

れ は私 が記憶す る限 り次 の ようであっ

た。

『黙れ。地 獄 の底 か らはい出 て きた

悪魔め。 イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ

ってお前 た ちを叱責 し、 口 をつ ぐむ よ

うに命 じる。 も う一刻 た りともその よ

うな言葉 を聞 いてはおれ ない。 たった
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今止 め よ。 さ もない と私 が死 ぬか、お

前 た ちが死 ぬか、 いずれか だ。』

彼 は語 るの をやめ た。何 人 た りとも

近 づ くこ との で きな い威 厳 を もって

堂 々 と立っていた。鎖 につながれ、武器

も持 たず に。 しか し静 かに、動 じるこ

とな く、天使 の ような風格 を持 って ジ

ョセブはふ るえおのの く番 人 たち をき

っ と見 つめ ていた。 番 人た ちは武器 を

だ ら りと地 にさげ、 中には地面 に落 と

して しまった者 もいた。 ひ ざをが くが

くさせ なが ら隅 に ちぢみあが ってい た。

ひ ざまず いて、彼の赦 しを請 うた者 も

いた。 そ して交代 の ときまで静 かに し

て いた。

パー レー は次 の ように続 けて いる。

「私 は英 国の法延 で法衣 に身 を 包 ん だ

裁判官 と、 その前 に引 き出 され余命 い

くば くもな い犯 罪者 を見 た ことが あ る。

また議会 が厳粛 な会議 で法 を制 定す る

の を 目撃 したこ ともあ る。私 は、諸 々

の王 国の命運 を決定 す るため に集 まっ

た王 、王 宮の部屋 、王座 、王冠 、皇帝

を想像 しよう と努 め た。 しか しこ こに、

この小 さな ミズー リ州の村 の牢 獄 で、

深夜鎖 につ ながれ て立 ってい る人 ほ ど

威厳 と風格 を持 った人 を見 たこ とはな

か ったｑ」（∠４厩０６∫０９γαＰんツ ｏ∫ ＰαγＺｅツ

Ｐ Ｐγαπ 「パー レー ●Ｐ ・プラ ッ トの

自叙伝」ｐ．２０９－ ２１１）

明 らかに予言者 は ここで、 内な る勇

気 と外 見に現 われ る勇気 を同時 に見せ

て いる。

彼 は 自分 自身 と神 に真実 で あったの

で、最後 に は命 を犠 牲 にするこ とに な

っ た。 それ は同 時に、彼 に永遠の生命

と昇栄 を保 証す るもの であっ た。

私 たちは モル モン経 か らニー フ ァイ

の大 きな勇気 を読 む こ とがで きる。 リ

ーハ イ と家族 が レ ミ
ュエ ルの谷 で宿営

していた とき、主 が リーハ イに、 息子

たちをエルサ レムに遣 わ して、 レーバ

ンか ら記録 を手 に入れ て来 させ るよ う

指 示 された こ とを覚 えてお られ るで あ

ろう。 レーマ ン と レミュエル は、それ

は 「むつか しい こ と」 （１ニ ー フ ァ イ

３ ：５）で ある とつぶや い たが 、弟 の

ニー ファ イはこ う言 った。 「私 は 主 が

命 じた もうたこ とを行 って行 う。私 は、

主 が命 じたも うことには、人が それ を

為 しとげ るため に前以 てあ る方法 が備

えてあ り、 それ で な くては、主 は何 の

命令 も人 に下 した まわない こ とを承知

してい るか らで あるＱ」 （１ニー フ ァイ

３ ：７）

彼 らはエル サ レムに向か った。 そ し

て くじを引 いて、 レー マ ンが町 に入

っ て行 っ た。 ところが レーマ ンは レー

バ ンか ら泥棒呼 ば わ りされ、 その上殺

してや る とお どされ た。

それ で レーマ ンは空手 で弟 たちの所

へ帰 って きた。 彼 は初 めか らで きない ，．

と考 え、 そ して それ を証 明 したのだっ

た。彼 は父親 の所 へ帰 ろ う と主張 した。

しか し弟 のニー フ ァイは言 った。「主 が

生 きてい まし私 が生 きてい るよ うに確

に、私 たち は主 の命 じたも うた こ とを

果 す までは荒野 にい る父の ところへ 帰

らな いｄ （１ニー フ ァイ ３ ：１５）

ニー ファイの懸命 な説得 に従 って、

彼 らは相続 の土地へ行 き、金 銀や その

他 の貴重 な品々 を集 めて、 それ で レー

バ ンか ら記録 を買 お うと した。

ところが、 その宝物 が欲 し くなった

レーバ ンは、僕 たち をや ってそれ らを

奪 わせ た。兄 弟 は荒野の 中へ逃 げ て殺

され るの を免がれ 、岩 穴 に身 を隠 した。

そ こで兄 た ちは 「棒 で 〔ニー フ ァイ と

サ ーム を〕うち 叩 堕 た 。」 （１ニー フ

ァイ ３ ：２８）す る と天使 が現 われ て、

ふた りを責 め た。 しか し天使 が去 る と、

レーマ ンと レミュエルは記録 を手 に入

れ るこ とは不 可能 であ る。 レーバ ンは

「有 力 な人で五 十 人 を指 揮 す るこ とが

で きる、 いや五十 人 を殺す こ とさえ も

で きる。 それ ならば、 どうして われ わ

れ を殺 せ ないわ けがあ ろ うか」 とニー

ファ イに言 っ た。

しか しニー ファイは、「全 世 界 が向

って も主 の強 さにはかなわ ない…… そ

れ な ら、 どり して王 が レーバ ン とその

家 来の五十 人 よ りも強 くない こ とがあ

ろ うか。 いや、 レーバ ンに何万 人 あっ

て も主 の強 さにはかな わない」（１ニー

フ ァイ ４ ：１） と答 え た。

そ こで兄 た ちはニー ファイに従 って

エルサ レムに戻 り今 度 はニー フ ァイが

町 の中 に入って記録 を手 に入れ、 出て

きた。 この ようにニー ファイの信 仰 と

勇気 は偉大 なものであ った。

リーハ イの家族 がエルサ レム を去 っ

た頃、 その地方 に ダニ エル とい う若 者

が いた。 この 人の生涯 も勇気 その もの

で あった。 リーハ イが去 っ た年 か らち

ょう ど３年 後 にあた る紀元前５９７年 に、

ダニエ ルは ネブカデネザル に よってバ

６
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ビロ ンに捕 われ 人 と して連 れ去 られ た。

そこに着二いて間 もな く、ダニエ ルは シ

ャデラ ク、 メシャ ク、アベ デ ネ ゴと共

に、王 の食物 と酒 で 「自分 を汚 す まい

と」 （ダニエ ル １ ：８） これ を拒 み、

早速 勇気 を示 してい る。 言 い換 えれ ば、

王 が命 じたに もかか わ らず、彼 は当時

の人々 が守 って いた 「知 恵の言葉 」 を

守 っ たのであっ た。

彼 は後 に王 の夢 を説 いて、年 老 いた

王 に、 これ は 「い と高 き者 の命 令 であ

って」 （ダニエル ４ ：２４）、王 は人々 か

ら追 われ 、野の獣 と共 に住 み、 ７年 間

「牛 の ように草 を」 食 い
、「つ いに あな

たは、 い と高 き者が 人間の国 を治め て、

自分 の意の ま まに、 これ を人 に与 えら

れ るこ とを知 るに至 るで しょ う」（ダニ

エ ル ４ ：２５） と言 って、人並 みはずれ

た勇気 を示 してい る。 彼 は続 いて王 に、

「罪 を離れ
、……不 義 を離 れ な さい」

（ダニエル ４ ：２７。 同 ４ ：２０、２２、２４、

２５、２７参照） と勧 告 して いる。

主権 が 「地 の果 にまで」 及 んで いる

（ダニエ ル ４ ：２２）王 に、 ひ と りの 捕

われ 人が上の よ うに話 しかけ るには、

いかに勇気 が必要 で あるか想像 で きる

だろ うか。 ダニエル はその勇気 を示 し

たので ある。 そ して あ り得 ないこ との

よ うに思 われ るだ ろうが、 ダニエルの

方 が王 よ り長生 きしたので ある。

このダニエル は、 ネブカデ ネザ ル を

継 いだベ ル シャザル王か ら、壁 に書 か

れ た不 思議 な文 字 を解読す るよ う呼 び

出 され た ときも、同様 の勇気 を示 して

いる。 彼 はベ ル シャザル王 に、 この文

字の解 き明か しは こうです と言 って説

明 した。

「神 はあな たの 治世 を数 えて
、 これ

をその終 りに至 らせ ま した。

あなたは はか りで量 られ て、 その量

の足 りない こ とがあ らわれ ま した。

あなたの国 は分 たれて 、メデ ア とペ

ル シャの人々 に与 え られ るで し ょうｄ

（ダニエ ル ５ ：２６－２８参 照 ）

勇敢 な ダニエ ルは文 字 の意 味 を読 ん

だ だけでな く、 その前 にベ ル シャザ ル

王 に、王 の不 思議 が この裁 きを招 いた

の であ る、 と宣言 して いる。 さらに罪

の ひ とつ は、王の父 ネブ カデネザル が

エルサ レムの神 殿 か ら持 ち帰 っ た器物

を汚 したこ とで あ り、 もうひ とつの 罪

は、「天の主 にむか って」 （ダニエル ５

：２３。 ダニエル章参照 ） 自 ら高ぶ っ

たこ とで ある、 と王 に告 げて い る。

続 いて記録 を読 む と、「カ ル デ ヤ び

との王ベル シャザル は、その夜 の うち

に殺 され」たとある。（ダ ニ エ ル ５ ：３０）

王 国 を継 いだメデ アび ととダ リヨス

は、国 を １２０の州 に分 け、各州 にひ と

りの総 督 を立 て、１２０人 の総 督 の上 に

３人の総 督 を立 て た。 「ダニ エ ル は そ

の ひ と りであったｑ」（ダ ニエル ６ ：２）

この地 位 にあって ダニエル は、大 き

な危 険 を冒 して勇気 を示 さな けれ ば な

らなかっ た。他 の 「総 監お よび総督 ら

は、…… ダニエル を訴 え るべ き口実 を

得 よ うと した」。彼 らはダニエル をね た

んでい たが 、 しか し何 の 口実 も得 るこ

とがで きなかった。

「そ こで その人々 は言 った
、『われわ

れ はダニエル の神 の律法 に関 して、彼

を訴 え る口実 を得 るの でなけれ ば、つ

いに彼 を訴 える ことはで きまい』 と。

ヒ うして総 監 と総督 らは、王の もと

に集 まって きて、……一 つのお きて を

立 て、……今 か ら三 十 日の間 は、 ただ

あ なたにのみ願 い事 をさせ 、 も しあな

たをお いて、神 または人に これ をなす

者 が あれ ば、すべ て その者 を、 ししの

穴 に投 げ入れ る… … よ うに して下 さい」

と説 いた。

さてダニエル は この こ とを知 る と、

す ぐ家 に帰 った。 ところが彼 の家 の窓

は あいてい たの で、人々 は家 の中 を見

るこ とがで きた。 ダニエル は部屋 の 中

で 「以前 か らお こなってい たよ うに、一

日に三度 ずつ、 ひ ざをか がめて神 の前

に祈 り、かつ感謝 したｄ （ダニエル ６

：４－ ７、１０参照 ）

この よ うに 自己 と神 に忠実 であっ た

ダニエル が大 きな信仰 と勇気 を持 って

いた こ とに疑 問 を抱 く人は、 ひ と りも

いな いであろ う。

この後 の物 語 を読 む必要 はない と思

う。 皆 さんが御 存知 の通 りであ る。 も

はや王 はメデヤ人 とペ ル シャ人の法律

を変 え るこ とが で きないの で、ダニエ

ル は し しの穴 に投げ込 まれ た。 しか し、

主 が し しの 口 を閉 ざされたの で、ダニ

エル は救 われ た。

勇気 に基づ くすべ ての行為 が、 この

よ うな 目を見 張 るほ どの報 いを もた ら

す わけで はない。 しか し必ず平安 と満

足 が得 られ る。 ちょ うど憶病 が必 ず悔

い と良心 の苛責 を引 き起 こすの と同 じ
’
で ある。

私 は このこ とを自分 の経験か ら知 っ

てい る。 私 は１５歳の とき革 命 でメキシ

コか ら追 われ たが、 当時の こ とをよ く

覚 えて いる。私 たちの家族 はテキサ ス

の エルパ ソか らロサ ンゼル スへ移 った。

私 はそ こで、モル モ ンを嫌 う人 たちに

囲 まれて働 くことになっ た。 しか し自

分 がモル モ ンで あるこ とは黙 っていた

す る としば ら くして ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス

ミス大 管長 が ロサ ンゼル スへ来 て、私

の両親 を訪 れ、夕食 を共 に した。非常

に質素 な食事 で あった。 実 に乏 しい食

事 で あった こ とを覚 えてい る。 その 日

大 管長 は私 の頭 に手 をお いて、「モル モ

ンで ある ことを決 して恥ず か しい と思

って はいけな い」 と言 われ た。

実 はその頃私 はモルモ ンを口汚 くの

の しる人 々の前 にいて堂々 として いら

れ な い自分 を情 な く思 っていた ところ

だっ た。

またオー ス トラ リアへ伝 道 に行 って

いた と きのこ とも覚 えてい る。私 は壮

大 な ジェノラ ン洞窟 を見 に行 った。 そ

の中 を歩 いてい る と、ガ イ ドが言った。

どな たか あの岩 の所へ行 っ て歌 を歌 っ

ていた だけ ませ んか。 この洞窟 の音響

効果 が よ くわか りますｄ

その と きみ た まは、「さあ、あそ こ

へ行 って 『高 きに栄 えて』 を歌 いな さ

い」 と私 にさ さや きかけ た。 私 はち ゅ

うち ょした。 そ う してい る間 に、人々

は先へ 進み 、私 は機会 を逸 して しまっ

た。 この こ とを思 い出すた びに私 は残

念 でな らない。 マ ッケイ大 管長 が次 の

よ うに言 われ るの を聞いて、私 は よう

や く主 が赦 して下 さった と感 じるこ と

が で きた。 彼 は こう言 った。「私 は伝道

中 に、あ るこ とをす るよ うにとの みた

まの声 を聞 いた ことがあっ た。 しか し

私 はその こ とをしなか った。 それ以来

その こ とをいつ も残念 に思 って いる。

み たまの ささや きを受 けた ら、必ず従

うよ うに しなさい。 み た まを受 けられ

るよ うな生活 を し、み たまの導 きを受

け た ときに は、それ に従 う勇気 を持つ

ように しな さい、」

神 権者 と して私 た ちは老 い も若 きも

皆 、すべ ての こ とにつ いて 自己 と創造

主 に真実 で あるこ とがで きるよ う、勇

気 を培 う決 心 を しようではないか。

神 が この ため に私 た ちを祝福 したも

うよう、イエ ス ・キ リス トのみ名 によ

って祈 る。 アー メ ン。
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福 岡で伝 道 が始 め られ て以来半世 紀 もたち ました。多 くの

宣教 師 が遠 く地球 の裏 側 か らや って来 て、私たちの ために彼

ら自身の財力 と勢 力 と体 力 と時間 を尽 くして下 さり、素晴 ら

しい献 堂式 が出来 ま した。私 が教会 員 になって以来夢 にま

でみた礼 拝堂 が小 さ くて も献堂 されたの です。

伝 道部長や 多 くの方 々が福 岡 にい らっ しゃ り宣教 師 と同

じように働 いて下 さいま した。 あ る人 は大学 時代夏休 み を

利用 して土方 をし、建築 資金 をかせ ぎま した。 残 念な こ と

に彼は 自分 が尽 くした信仰の 結果 として、献堂 式 を見 るこ と

はで きませ んで したが。今福 岡か ら伝 道 に出て い る兄 弟、

姉妹 の皆様 、皆 様の努 力が実 って立派 な教会 堂 が出来 ま し

た。 この紙面 を借 りて、福 岡で働 いて下 さっ たすべ ての信

仰 と気力 あふれ る方 々に感謝 し、献 堂式 は素 晴 らしか った

ことをお伝 え したい と思 い ます。 皆様 の信 仰や献 身や犠 牲

が床 、壁 、天井 の一枚一 枚 に刻 み込 まれ てい るのです。築

きあげ ては くずれ 、築 きあげては くずれ て いったの を助 け

た人々， どんな に苦 し くとも、 じっ と耐 え た一 人一人の血

と汗 と涙 でか ため た信仰 、希望 、 そ して愛 の結 晶が見 える

形 となって ここにあ るの です。

「さて私 モ ロナ イは少々言 いたいことがある
。私 は、信仰 と

はまだ見 ない物事 を望 む こ とで ある と世 の 人に教 えたい。

それ であ るか ら、 あな たたちは 自分 が まだ見 ていな いか ら

と言 って疑 ってはな らない。信仰 の度 を試 してか らで ない と

証 が得 られ ないか らであ る」 （イ テル１２章 ６節 ）

私腱 築姪 の献金を玖 一人におねカ・いするのは椥

身に とって信仰を 必要 としま した。なぜ な らば、会 員が ど

れ だけ収入 を得 て い るか知 っていたか らです。 あ る姉 妹 に

「どれ位 出来 るで しょうか」 と聞 きます と
、「今 は これ位 だ

ったら出来 ます」 とおっ しゃい ましたが、私 はそれ以上 チ

ャ レンジ しました。私 に とって どれ位 とって い らっ しゃる

か知 っていなが らそれ以上 のことをチャ レンジしなければな

らないのはつ らいこ とで した。お金の ような小 さなことで信

仰が失 われ るか も しれな いか らです。私 は、私 た ちの宗 教 は

日曜 日に楽 し く集 まる趣 味の宗教 では ない し、チ ャ レンジ
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は祝福 としてあ とで もどって くると確 信 してい ま したが 、

それ で も恐れ が な くな るまで祈 りました。 彼女 はアルバ イ

トを して稼 ぎ教 会 に来 るためにバスに乗 らずに歩いて来 られ

たのです。 私 は彼女 に祝福 があ るよ うに祈 りま した。

最近 早朝掃 除会 を して いる と必ずひとりの若いた くましい

教会 員で ない方が陰 の ように掃 除会 に出席 して い らっ しゃ

るのです。 、

自分 の時 間 と体力 と気力 と財 力 を尽 くして貢献 して下 さっ

た方 々 に彼 らの必要 と希望 に応 じて報 いが与 え られ るよ う

にまた、天の窓が開かれ祝 福 が与 えられ彼 らが一層豊 か にな

る ように祈 って います。 ここに献堂 され た礼拝堂 が賢明 に

使 われ、美 し く清 くそ して我 々の同胞 が主 の宮居 に来 た時 、

み た まの導 きをうけ 自分 の家 に もどった と感ず る こ とが出

来 るように祈 って い ます。 悪 口やね たみな どの 汚れ た思 い

がない よ うに神 聖 を汚す いか な る悪魔 の力 もこの建 物 の中

にな きよ うに、 ここで育 つ子供 た ちが愛 と真理 によって育

て られ るように祈 ってい ます。

最 後 に前 に話 した姉妹 が どうなったかお話 ししまし ょう。

その姉 妹 は会 員 にな る前 は独 身 です ごそ うと考 えて い らっ

しゃっ たそ うです が、 だんだ んその気持 も変 わ り世 間でい

った らも らい手 がな くなる年令 に なって、す ば らしい結婚

をされ神殿 に行 かれ たの です。 彼女 はふだ ん じみな服装 を

して いらっ しゃい ましたが、結婚 され ると明 る くみ ちがえ

る ようにな りま した。

主の祝福 はなん と素晴 らしいものでしょうか。私たちの犠 牲

はそ んなに小 さ くて もあま りが あるほ どそれ ぞれ に祝福 が

与 えられたのです。私 たちの必要 と希望 に応 じて天 の窓 か ら

与 え られ たのです。主 は確 かに生 きてい らっ しゃ います。

私 た ちの働 きはこれ で終 っ たのでは あ りませ ん。 こ こに多

くの礼拝堂 が で き、ス テー キ部が立 ち、主 の再臨 に そなえて

必要 なもの をこ とご と く整 え るまで続 け られ るのです。 そ

して私 た ちの教会 と家 を信仰 の家 、祈 りの家 に したい と思

い ます。

，

６
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総大 会 におい て どれほ ど多 くの証 を得 たかわか りませ ん。

ひ とつ ひ とつ数 え あげ る と際限 があ りませ んが 、 まず総大

会の音楽 の責任 を与 え られ たこ と、最高 のオル ガ ンを買 う

こ とがで きた こと、素晴 らしい指揮 者 、持丸 先生 にめ ぐり

会 えた こ と、指揮 者、伴奏 者 の合宿 で証 と素 晴 らしい仲 間

たち を得 たこ と、両親 を大会 に招待 で きた こ とな ど。 どれ

ひ とつ を とってみて も神 様 の力な しにはで きない事柄 ばか

りです。 神様 が実 に生 きたまい私 た ちを助 けて下 さっ てい

ます こ とを証 し申 し上 げ ます。

以 前か ら私 は どうしたら良 く伝 道で きるか につ いて迷 っ

てい ました。 家族 に、隣人 に、友 人 に、 どう した ら上手 に

福音 を伝 えて あげ るこ とが で きるか考 え、努 力 してみ ま し

たが、今一 つ うま くゆかず、 自分 に伝道 の才 能 がな いこ と

を うらめ し く思 っ てい ました。今 年の春 の ある 日、天父 に

どう した ら伝道 が で きるか を問 うてみ ま した。 しば ら くし

てか ら祝 福師 か ら受 け た祝福文 の一節 を心 に強 く思 い起 こ

してみ ま した。 それは、 あなたの指 を通 して 多 くの人々 に

輝 いて行 くの であ るとい う内容 の もの で した。 ち ょう どこ

の文 が心 に ひびいて きた頃 、町 田ワー ドで思 いが けず聖歌

隊で責任 を受 け、 ひ ょっ とした ら祝福文 の指 の ことは、実

は指揮 の祝福 で はなか ろうか と考 えは じめ ま した。 その考

えに段 々傾 いて きた ときにさ らに思 いがけ ない ことで した

が、大会 の事務 局長 か ら、総 大会 で指揮 者 を探 して いた ら、

あな たの こ とが心 に とまったの だがや ってみ ないか と話 し

かけ られ ま した。 私 の最 大 の関心事 であっ たこ とを知 らな

いはずの 人か らズバ リ言 われ た もの ですか ら、内心 びっ く

りい た しました。 しか し私 は指 揮 において は、全 くの素 人

で したので良 い先生 を探 して学ぼ うと考 えま した。 私 には

探 すつ てが あ りませ んで した。 霊的 に先 生 を探 して もらお

うと思 い石井 由美姉妹 に依頼 す るこ とに しま した。 彼女 は

いろ いろ考 えある先 生の こ とを思 いつ き早速交 渉 して下 さ

い ま した。 非常 に熱心 に交 渉 して下 さ

いま したが、 それに もか かわ らず うま

くい きませ んで した。 別 な先 生 をお願

い した ところ、彼女 は 「本 当 は持丸先

生 な ら一番 いいん だけれ ども今 は病気

で教 え て も ら え な いはず だか ら」 と

言 いかけて、「何 か気 にな るので もしか

した ら」 とす ぐさま、電話 をか け る と、

「先生 は二 ヵ月前 に奇 跡 的 に病 気 が直

って今 は また、 もとの教 えて い らした

学校 で教 べん をとってお られ る」との こ

とで した。 それ か ら ３ヵ月間非常 に熱

心 に指揮 法 を教 えて いただ きま した。

今考 えてみて も私 の指揮 の欠 点 をこれ

ほ どまで に直 して下 さ る方 は、 この方

をお いてほかにいなか った と感 じ、深 く

神様 の導 き と先生 の指導 に感謝 します。

総大会 を通 して様々 な証 を得 ま した

が、 その一つ として ある伝 道部 の兄 弟

の こ とをご紹介 したい と思 います。 大

会の １ヵ月前 の合宿 の ときにオル ガニ

ス トとして上京 され 、始 めてお 目にか 町田 ワー ド部

か りましたが、彼が オルガ ンを弾 き始め るや否や、私 には、

彼 が大会 で伴奏 をす るのは不可能 な こ とと感 じま した。最

も基本 的 な教 則本 のバ イエル も弾 い たこ ともな く、 ピアノ

もオルガ ン も習っ たこ ともな く、 自己流 で弾 いて いる人が、

どうして １万 人以上 もが集 う大会 で弾 けるで しょうか。 彼

は合宿 後の １ヵ月間 、非常 な努 力 をされ 、人々の助 け を得

て、良 く練習 をされ たそ うです が、何 として も １ヵ月間 と

い う期 間 は、短 かす ぎ、大会直前 に彼 に弾 いて も らった時

に も私 は彼 の責 任 をおろ して別 の人 に替 え よう と決心 しま

した。

しか し、私 が天父 に祈 った ときに替 えな くて良 い とい う

返事 が返 って きま した。 彼 が伝 道へ 出る前 に証 を強め る意

味 で良 い機会 だ と感 じま した。 しか し一方 、 この責任 は、

彼 に とって余 りに も重 す ぎる と考 えてい ました。 しか し大

会 に出席 な さっ た皆様 は １ヵ月間 しか正 式 に学 ぶ ことが で

きなか った人が ２３１番の伴奏 をしてい るの に気付 かなか っ

たで しょうか。 あ とで わか った話 です が、何 かの手違 いで

伴奏 者 は、男性 に限 る と伝道部 に伝 わっ たため に最 初予定

して いた人 をわざわ ざ替 えて彼が選 ばれ たそ うです。 彼の

演奏 を讃 え る声 を沢山聞 きました。 「練 習 の 時 に、途切 れ 、

途切 れ てい た音 が、 なめ らか に流れ てい た司 また 「彼 は練

習の ときは最 後 まで通 して弾 くと必 らず どこか何個 所か間

違 えて いたの に本番 で は、ちっ とも間違 えなかった」 と。

私 も彼 が素 晴 らしい顔 で演奏 して い るの を見 ました。 神

様 は彼 の証 を強 め るため に彼 を選 ばれ た とい うこ とを証 し

ます。 また、教会 貝 は心 をひ とつ にす ると き、実 に不思議

な力 を発揮 で きる人々 であ る と証 し申 し上 げます。教 会員 で

は あ りませ んが、大会 で音 楽関係 の仕事 をなさっ た方か ら

こうお 聞 き しま した。 「開 会 前 の聖 歌 隊 の練 習 を聞 いて、

この コー ラス隊 は大 した ことはない と思 いま した。 しか し

本番 の コー ラスが うって変 わ って素 晴 ら しかっ たの で非常

に驚 き、深 く感動 しま したｄ さ らに音

“地域総大会の祝福 に感謝す９９

対馬栄逸

楽 を愛 し、長年 歌 って来 られ たあ る求

道者 の兄弟 は、「練習 の とき、音程 を間

違 って いる人がか な りいて、本番 では

どうな るこ とや ら と心酉己して い ました

が、本番 ではひ とつ も間違 った音 を聞

かなか った」 と言 われ ました。「宗教音

楽 をこんなに感激 して歌っ たのは始 め

てです」 とわ ざわざ留 守の ときに も何

度 か電話 を下 さ り喜 びを伝 えて下 さい

ま した。

私 は教会 員が心 か ら讃美の歌 を歌 う

ときには人の心 を動 かす素晴 らしい力

が出せ る とい うこ とを知 ってい ます。

まさ しくこの大会 でそれ を見 ました。

この大会 は私 たちが大 き く成長 し、 さ

らに大 きなみ業 を進 め るため にあっ た

と深 く感 じます。私 もさらにみ国建 設

の ため に働 きたい と思 います。

イエ ス ・キ リス トの御 名 に よって証

いた します。 アー メ ン。
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七十入最高評議員会会長

ミ ル ト ン ・Ｒ ・ハ ン タ ー 長 老

過去３０年間七 十人最高 評議員会会 長

の召 しにあった ミル トン ・Ｒ ・ハ ンタ

ー長 老は
、数年 来心臓 お よび腎臓疾 患

のため病 床 に伏 していたが、１９７５年 ６

月２５日、 ソル トレー ク ・シティーで そ

の７２年 の生涯 を閉 じた。

ハ ンター長老 は１９４５年 に教会幹部 と

して召 され る前 まで、ユ タ、ネバ ダ、

ワ イオ ミングの ３つ の州 で１７年 間教 べ

ん をとった。 また２３冊 もの書物 を著 わ

したが、 ほ とん どは宗教 お よび歴 史 に

関す るもので、 ほかに も論 説、論 評 な

どを加 えれ ば、その 数 は 無 数 と言 え

る ほ ど 多 い。 代 表 作 は Ｔんｅ ＧｏｓｐｅＺ

Ｔ加 ｏ祝ｇん オんｅ Ａｇｃ８（「福 音 は時のへ だ

た りを越 えて」）で、 これは教会 幹部か

らの要請 に基 づ いて書 いた もの であ り、

１９４６年 のメルケゼ デ ク神 権者用 テ キス

トとなった。 この書物 には、ア ダムの

時代か ら今 日までの福 音の歴 史が記 さ

れて いる。

ハ ンター長 老 の第一 の責任 が伝 道 に

あったこ とは言 うまで もないが、晩年

はもっぱ らモル モ ン経の研究 に従事 し

て いた。考古 学上 の発見 を数 多 くカメ

ラに収 め、 またメキ シコや 中央お よび

南 アメ リカの手工芸 品 のコ レクシ ョン

には 目を見張 る ものが ある。 ハ ンター

長老 はモルモ ン経 の真実 性 をひ とりで

も多 くの人 に理解 して欲 しい とい うこ

とか ら、 この貴重 な写真や 品物 をすべ

て教会 に寄 贈 した。

彼 が生 まれ たのは１９０２年 １０月２５日、

ユ タ州 ホール デ ンにお いてで あった。

ジ ョン ・エ ドワー ドお よびマー ガ レッ

ト・テ ィープ レスの間 に生 まれ た１１人

の子供 の うち ８番 目であ る。 故郷 のパ

ブ リックスクー ルに通 った後、プ ロボ

のブ リガム ・ヤ ング高校 に入 り、後 に

ブ リガム ・ヤ ング大学 に籍 を置 いた。

同大学 で１９２９年 に学士号 を、１９３１年 に

修士号 を得 てい る。 その後 バー ク レー

にあ るカ リフォルニ ア大学 で博士号 を

取得 。１９３５年 の ことであっ た。 また リ

ーハ イに住 んでい たファー ン ・ガー ド

ナー と結 ばれ たの は１９３１年 ７月３０日、

ローガ ン神 殿 にお いてであ る。 ハ ンタ

ー長 老の葬儀 にあ たって
、 キンボール

大管長 はこ う述 べ た。 「ハ ンター 長 老

逝去さる

の人生の 中心 は、艦伴侶 で あ り協 力者 で

あっ たファー ン姉妹 と６人 の素 晴 ら し

いお子 さんたちで したｄ

ハ ンター長 老 はこの世 の名声 を捨 て

て教 会 での奉 仕 にその身 を捧 げ た入 で

あっ た。 かつてあ る有名 な大 学の歴 史

学部 の部長 が、彼 に教授 の誘 い をか け

た ことがあっ た。受 けれ ば名声 と富 は

確実 な もの となる。 しか しハ ンター長

老 は その申 し出 を断わ り、ユ タ州 ロー

ガ ンにあ る末 日聖徒 の インステ ィテユ

ー トで教 師 と して働 く道 を選 んだので

あ る。 ハ ンター長老 の辞退 の言葉 を耳

に したその部長 は、 こう言 った。

「ハ ンター さん、私 はユ タの ちっぽ

けなモルモ ンのセ ミナ リーな どのた

め に、あ なたの将 来 を台無 しに して

もらいた くないのです。 あ なたはア

メ リカの偉大 な歴 史学者 としての道

を歩 んで来 られ たお方 だ。今 まで私

たちの も とで研 鎭 を積 まれ たの も、

これ か ら大 き く花 を咲 かせ るか らで

しょう。 考 えなお していた だけ るな

ら、大 きな文学 の教 授 の地位 をお約

束 しまし ょう。 それ で した ら夢 もか

な うで し ょうし、今 までの研 究 も実

る とい うもの ではあ りませ んか。」

しか し、ハ ンター長 老 は教会 に奉仕す

る人で あった。 １９４５年 ４月に教 会幹部

として の召 しを受 けた と き、彼 はユ タ

州 ロー ガ ンの インステ ィテユー トで教

師 を してい たの である。

ロー ガ ンに住 んでいた頃 、ハ ンター

長老 夫妻 は 自分 たちの手 で家 を建 て た。

これ はハ ンター長老 の才 能 を示 す もの

であ る。 「イ ンプルー ブ メ ン ト ・エ ラ」

に掲載 され た記事 は、その頃 の様子 を

こ う伝 えてい る。

この家族 が住 むロー ガ ンの家 は、

自分 たちで建 て た もの であ る。 ハ ン

ター兄弟 は、請負業者 、現場 監督 、

大工 の三役 をひ とりでや ってのけ た。

定例 の仕事 に加 えて火、金 、土曜の

夜 はイ ンス ティテユー トのク ラスで

教 え、 ロー ガン第 ９ワー ド部 や カー

シュステー キ部 での責 任 は人一 倍 こ

な し、家 も自分 で建 て、 それ で も・飽

き足 らずむず か じい本 を書 いて 出版

す る。 時々不思議 に思 うのは、 この

誠実 な夫婦 によ く子供 を育 て る時間

が あった な、 とい うこ とであ る。

葬儀ｉは１９７５年 ６月３０日にテ ンプル ス

ク ウェアのアセ ンブ リー ホール で行 な

われ たが、その席上 Ｓ ・デ ルワー ス ・

ヤ ング長老 は こう証 して話 を結 んだ。

「ハ ンター長老 とは ３０年 間
、七 十人最

高評議 員会 で実の兄弟 の よ うに して過

ご して きま した。私 は神 が私 た ちの父

であ るこ とを知 ってい ますが 、ハ ンタ

ー長 老 は私 以上 にそれ を知 ってい ま し

た。 イエス ・キ リス トが願 い主 で あ ら

れ るこ とにつ いて も同 じです。私 はこ

の こ とを心 か ら、深 く信 じてい ます。

彼 は仕 え る予 言者すべ て に対 して常 に

忠 実 で した。 そ してキ ンボー ル大管長

が主の予言者 で あるこ とを知 ってお り、

そ う証 してい ま した。」

著 述家 であ り教 師、学者 、そ して宣

教 師 であっ たハ ンター長老 の死 を惜 し

む声 は教会 幹部 のみに とどまらず 、一

般教 会員 や教 会外 の教 育関係者 か らも

聞かれ た。 彼 は数 々の貴重 な著 作 を私

た ちに残 して いった。 だが、福 音 が真

実 で あ るとの彼 の証 ほ ど価値 の ある も

の は、 ほか にないであ ろ う。

『

愚
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